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平
泉
惣
別
当
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
平
雅
行
は
じ
め
に
本
稿
は
、
鎌
倉
時
代
の
中
尊
寺
・
毛
越
寺
に
関
す
る
基
礎
的
事
実
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
基
礎
的
事
実
と
は
、
第
一
が
良
禅
・
良
信
を
平
泉
惣
別
当
と
認
定
し
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
第
二
が
弘
長
二
年
(一
二
六
二
)四
月
一
日
座
主
下
知
状
(陸
奥
仙
岳
院
文
書
・
瑠
璃
光
院
文
書
、⽝
平
泉
町
史
史
料
編
一
⽞
二
七
号
、
以
下
⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜⽛
座
主
下
知
状
⽜
と
略
称
、
ま
た
⽝
平
泉
町
史
史
料
編
一
⽞
所
収
の
史
料
は
⽝
平
泉
⽞
二
七
号
と
略
記
)の
史
料
的
信
憑
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
二
つ
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
は
第
一
の
平
泉
惣
別
当
か
ら
。
平
泉
惣
別
当
は
源
頼
朝
に
よ
る
奥
州
征
討
の
際
に
設
置
さ
れ
、
中
尊
寺
・
毛
越
寺
な
ど
平
泉
の
諸
寺
院
を
統
治
し
た
も
の
で
あ
る
。
寺
領
五
百
町
か
ら
八
百
町
の
う
ち
、
百
町
余
り
が
鎌
倉
在
住
の
惣
別
当
の
得
分
と
な
っ
て
お
り
、
幕
府
に
よ
る
奥
州
支
配
の
苛
酷
さ
と
、
そ
の
⽛
植
民
地
支
配
⽜
的
性
格
を
象
徴
的
に
示
し
て
い
る
。
平
泉
惣
別
当
に
つ
い
て
、
も
っ
と
も
重
要
な
業
績
は
遠
101
藤
厳
氏
の
論
考
⽛
平
泉
惣
別
当
譜
考
⽜
で
あ
る(
1)。
遠
藤
氏
は
、
諸
史
料
を
子
細
に
検
討
し
て
平
泉
惣
別
当
の
権
能
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
鎌
倉
時
代
の
歴
代
惣
別
当
を
次
の
よ
う
に
復
元
し
た
。
⑴
密
蔵
房
賢
祐
、
⑵
理
乗
房
印
鑁
、
⑶
僧
正
坊
定
豪
、
⑷
僧
正
坊
定
親
、
⑸
宰
相
法
印
最
信
、
⑹
越
後
助
法
印
盛
朝
、
⑺
法
印
実
助
、
⑻
備
前
助
僧
都
春
助
、
⑼
阿
闍
梨
定
助
、
⑽
阿
闍
梨
朝
宗
、
⑾
憲
政
、
⑿
朝
演
こ
れ
に
よ
っ
て
、
平
泉
惣
別
当
の
全
体
像
を
容
易
に
俯
瞰
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
点
で
、
遠
藤
氏
の
研
究
は
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
事
実
、
大
石
直
正
氏
は
⽝
平
泉
町
史
⽞
総
説
で
、
遠
藤
氏
の
復
元
を
全
面
的
に
支
持
し
た
し
、⽝
日
本
歴
史
地
名
大
系
⽞⽛
中
尊
寺
⽜
の
項
も
、
遠
藤
説
に
の
っ
と
っ
て
、
平
泉
惣
別
当
の
歴
代
を
記
し
て
い
る(
2)。
一
方
、
私
は
、
一
連
の
幕
府
仏
教
研
究
の
な
か
で
、
北
条
氏
出
身
の
僧
侶
、
お
よ
び
鎌
倉
で
活
動
し
た
山
門
僧
の
事
蹟
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、
遠
藤
氏
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
平
泉
惣
別
当
と
し
て
実
助
・
春
助
・
定
助
・
朝
宗
・
盛
助
や
、
良
信
・
良
禅
・
最
信
の
事
蹟
に
触
れ
た(
3)。
そ
こ
で
は
定
豪
・
定
親
に
代
わ
っ
て
良
信
・
良
禅
を
惣
別
当
と
し
た
が
、
結
論
を
記
し
た
だ
け
で
、
私
が
遠
藤
説
を
採
用
し
な
か
っ
た
根
拠
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
い
な
い
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
私
見
は
必
ず
し
も
十
分
に
受
け
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
佐
藤
健
治
氏
は
私
見
と
同
じ
立
場
を
表
明
し
て
い
る
も
の
の
、
鈴
木
亜
紀
子
・
菅
野
文
夫
氏
は
、
定
豪
・
定
親
を
平
泉
惣
別
当
と
す
る
遠
藤
説
を
今
な
お
支
持
し
て
い
る(
4)。
こ
う
し
た
研
究
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
賢
祐
・
印
鑁
の
後
の
惣
別
当
を
、
定
豪
・
定
親
と
考
え
て
よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
良
禅
・
良
信
説
を
採
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
し
た
検
討
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
は
ず
だ
。
特
に
、
平
泉
惣
別
当
が
二
人
併
置
さ
れ
た
の
は
、
良
禅
・
良
信
だ
け
の
特
殊
事
例
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
異
例
の
補
任
方
法
が
採
ら
れ
た
歴
史
的
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
が
本
稿
の
第
一
の
課
題
で
あ
る
。
102
本
稿
の
第
二
の
課
題
は
⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
の
史
料
批
判
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
佐
々
木
邦
麿
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
が
、
後
世
の
写
で
あ
る
た
め
誤
脱
も
多
く
、
そ
の
史
料
的
性
格
を
見
極
め
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。
近
年
、
佐
藤
健
治
氏
は
論
文
⽛
平
泉
惣
別
当
体
制
と
中
尊
寺
衆
徒
・
毛
越
寺
衆
徒
⽜
を
発
表
し
、
①
平
泉
惣
別
当
は
弘
安
年
間
に
毛
越
寺
に
対
す
る
支
配
権
を
喪
失
し
て
毛
越
寺
別
当
が
別
立
さ
れ
た
、
②
こ
れ
を
機
に
、
平
泉
で
は
寺
僧
の
自
治
が
認
め
ら
れ
、
寺
僧
か
ら
選
ば
れ
た
権
別
当
が
寺
院
運
営
を
主
導
し
た
、
と
論
じ
た
。
こ
れ
は
平
泉
惣
別
当
の
研
究
を
前
進
さ
せ
る
優
れ
た
論
考
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
佐
藤
氏
は
、⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
を
大
き
く
と
り
あ
げ
て
、
平
泉
惣
別
当
体
制
が
瓦
解
す
る
歴
史
的
背
景
を
説
明
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
史
料
は
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
と
う
て
い
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
は
考
え
が
た
い
。⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
に
ど
う
い
う
難
点
が
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
そ
の
史
料
的
性
格
を
見
極
め
た
い
。
そ
こ
で
、
第
一
章
・
第
二
章
で
は
良
禅
・
良
信
の
平
泉
惣
別
当
補
任
に
つ
い
て
検
討
し
、
第
三
章
で
⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
章
良
禅
・
良
信
と
遠
藤
巌
説
本
章
で
は
、
平
泉
惣
別
当
定
豪
を
め
ぐ
る
遠
藤
巌
氏
の
見
解
を
検
討
し
た
い
。
遠
藤
氏
は
、
建
保
五
年
(一
二
一
七
)六
月
に
印
鑁
が
改
易
さ
れ
た
後
、
定
豪
が
平
泉
惣
別
当
に
任
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
嫡
弟
の
定
親
が
相
承
し
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
想
定
に
は
二
つ
の
難
が
あ
る
。
(ａ
)円
隆
寺
梵
鐘
銘
(⽝
平
泉
⽞
二
四
号
)の
理
解
と
、
(ｂ
)文
永
九
年
六
月
二
十
九
日
関
東
下
知
状
(⽝
平
泉
⽞
二
九
号
、
以
下
⽛
文
永
九
年
関
東
下
知
状
⽜
と
略
称
)の
⽛
先
別
当
僧
正
坊
⽜
を
め
ぐ
る
説
明
で
あ
る
。
ま
ず
は
前
者
(ａ
)か
ら
。
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貞
応
三
年
(一
二
二
四
)の
円
隆
寺
梵
鐘
銘
写
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る(
5)。
(鐘
銘
略
)
貞
応
三
年
〈
歳
次
(甲
申
カ
)
日
中
〉
三
月
日
鋳
師
大
和
法
安
両
寺
別
当
権
少
僧
都
良
信
両
寺
別
当
二
位
禅
師
良
禅
大
法
師
奉
行
宗
円
こ
の
よ
う
に
、
良
信
・
良
禅
を
⽛
両
寺
別
当
⽜
と
明
記
し
て
い
る
。
遠
藤
氏
は
こ
の
⽛
両
寺
別
当
⽜
を
惣
別
当
と
解
し
う
る
可
能
性
に
言
及
し
な
が
ら
も
、
最
終
的
に
そ
れ
を
否
定
し
て
惣
別
当
を
定
豪
と
し
、
良
信
・
良
禅
の
二
人
を
惣
別
当
配
下
の
⽛
奉
行
⽜
と
解
し
た
。
鈴
木
・
菅
野
両
氏
も
こ
の
見
解
を
支
持
し
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
理
解
に
は
従
え
な
い
。
第
一
に
、⽛
両
寺
別
当
⽜
は
平
泉
惣
別
当
そ
の
も
の
の
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
建
治
二
年
(一
二
七
六
)に
⽛
平
泉
両
寺
別
当
⽜
(最
信
)が
平
泉
の
光
勝
寺
供
僧
職
の
相
続
を
認
可
し
て
い
る
が
(⽝
平
泉
⽞
三
〇
号
)、
佐
藤
健
治
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
惣
別
当
の
権
能
で
あ
る
。
ま
た
、
弘
長
元
年
(一
二
六
一
)に
⽛
両
寺
権
別
当
⽜
が
⽛
両
寺
貫
首
⽜
の
息
災
延
命
の
た
め
経
蔵
文
殊
講
油
畠
へ
の
寄
進
を
認
可
し
て
い
る
し
(⽝
平
泉
⽞
二
六
号
)、⽛
文
永
九
年
関
東
下
知
状
⽜
に
は
⽛
中
尊
・
毛
越
両
寺
雑
掌
⽜
が
出
て
く
る
。
つ
ま
り
中
尊
寺
・
毛
越
寺
を
中
心
と
す
る
平
泉
諸
寺
を
統
括
す
る
の
が
⽛
両
寺
別
当
⽜⽛
両
寺
貫
首
⽜
で
あ
り
、
そ
の
下
に
⽛
両
寺
権
別
当
⽜
や
⽛
両
寺
雑
掌
⽜
が
置
か
れ
て
い
た
。
円
隆
寺
梵
鐘
銘
に
み
え
る
⽛
両
寺
別
当
⽜
が
、
平
泉
惣
別
当
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
に
、
大
蔵
卿
僧
正
良
信
(一
一
七
三
～
一
二
五
三
)は
一
二
二
〇
年
代
の
鎌
倉
山
門
派
の
第
一
人
者
で
あ
る
。
東
国
仏
教
界
の
104
頂
点
に
た
っ
た
の
が
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
定
豪
で
あ
り
、
勝
長
寿
院
別
当
良
信
は
ナ
ン
バ
ー
2の
位
置
に
あ
り
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
鎌
倉
真
言
派
・
鎌
倉
山
門
派
の
代
表
で
あ
っ
た
。
遠
藤
氏
は
良
信
を
惣
別
当
定
豪
配
下
の
⽛
奉
行
⽜
と
解
し
た
が
、
定
豪
が
自
分
の
弟
子
を
差
し
置
い
て
、
ラ
イ
バ
ル
の
山
門
僧
良
信
を
⽛
奉
行
⽜
に
任
じ
る
と
は
考
え
が
た
い(
6)。
第
三
に
、
遠
藤
氏
は
⽝
吾
妻
鏡
⽞
嘉
禎
元
年
六
月
二
十
九
日
条
に
登
場
す
る
⽛
大
納
言
法
印
良
全
⽜
と
、
良
禅
と
を
同
一
人
物
と
考
え
、
良
禅
が
定
豪
の
配
下
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
確
か
に
良
全
は
定
豪
配
下
の
僧
侶
で
あ
る
が
、
良
禅
と
は
ま
っ
た
く
の
別
人
で
あ
る
。
良
全
法
印
権
大
僧
都
(一
一
九
四
～
一
二
五
九
)は
関
白
近
衛
基
実
の
孫
で
あ
り
、
粟
田
口
大
納
言
忠
良
と
徳
大
寺
実
定
女
と
の
間
の
子
で
あ
る
。
仁
和
寺
系
の
東
密
僧
で
あ
っ
た
が
、
後
に
小
野
流
の
光
宝
か
ら
伝
法
灌
頂
を
う
け
た
。
法
眼
か
ら
権
少
僧
都
、
さ
ら
に
権
大
僧
都
へ
の
昇
任
は
い
ず
れ
も
定
豪
の
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
遠
藤
氏
が
推
測
し
た
よ
う
に
、
定
豪
と
良
全
と
は
広
い
意
味
で
の
恩
顧
関
係
に
あ
っ
た(
7)。
一
方
、
良
禅
は
九
条
兼
実
の
孫
で
あ
り
、
太
政
大
臣
良
平
の
子
で
あ
る
。
青
ẃ
院
良
快
の
弟
子
で
あ
り
、
慈
円
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
。
九
条
家
出
身
の
貴
種
で
あ
り
、
山
門
僧
で
も
あ
る
良
禅
は
、
定
豪
が
⽛
奉
行
⽜
と
し
て
駆
使
で
き
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
。
第
四
に
、
こ
れ
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
が
、
良
信
も
良
禅
も
奥
州
に
来
て
い
な
い
。
良
信
は
鎌
倉
で
活
動
し
て
い
た
し
、
良
禅
に
至
っ
て
は
京
都
に
滞
在
し
て
お
り
、
い
ま
だ
鎌
倉
に
す
ら
参
向
し
て
い
な
い
。
良
禅
が
鎌
倉
で
活
動
す
る
の
は
寛
元
三
年
(一
二
四
五
)・
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
円
隆
寺
梵
鐘
銘
に
⽛
両
寺
別
当
二
位
禅
師
良
禅
⽜
と
記
さ
れ
て
か
ら
二
〇
年
以
上
も
後
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
良
禅
に
付
さ
れ
た
⽛
禅
師
⽜
と
は
、
彼
が
延
暦
寺
戒
壇
で
受
戒
を
遂
げ
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。⽛
今
日
南
京
受
戒
云
々
、
長
尾
禅
師
今
暁
出
京
⽜⽛
覚
意
禅
師
同
入
𥿜他
門
𥾀、
不
𦗺及
𥿜登
壇
受
戒
𥾀而
逝
去
畢
⽜⽛
慈
深
禅
師
〈
未
𥿜受
戒
𥾀之
上
者
、
不
𦗺及
𥿜受
法
之
沙
汰
𥾀〉⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
顕
密
仏
教
の
世
界
で
は
、
出
家
得
度
し
た
だ
け
で
、
い
ま
だ
平泉惣別当に関する基礎的考察
105
受
戒
し
て
い
な
い
僧
侶
を
⽛
禅
師
⽜
と
呼
ん
で
い
た(
8)。
つ
ま
り
良
禅
は
貴
種
と
は
い
え
、
顕
密
僧
と
し
て
一
人
前
で
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
良
禅
は
京
都
で
修
学
の
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
、
嘉
禄
三
年
(一
二
二
七
)五
月
に
最
勝
講
聴
衆
を
勤
仕
し
た
の
が
彼
の
公く
請じよ
うの
初
見
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
、
天
台
二
会
講
師
や
三
講
の
講
師
・
證
義
を
歴
任
し
、
仁
治
二
年
(一
二
四
一
)に
は
四
条
天
皇
の
護
持
僧
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
良
禅
は
寛
元
三
年
ま
で
一
貫
し
て
京
都
で
活
動
し
た
し
、
貞
応
三
年
段
階
で
は
受
戒
す
ら
済
ま
せ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
遠
藤
巌
氏
や
菅
野
文
夫
氏
は
、⽛
二
位
禅
師
良
禅
⽜
の
⽛
禅
師
⽜
を
⽛
律
師
⽜
の
誤
記
と
解
し
て
い
る
が(
9)、
そ
の
理
解
は
当
た
ら
な
い
。
良
禅
は
嘉
禄
三
年
に
最
勝
講
聴
衆
を
勤
仕
し
て
い
る
の
で
、
円
隆
寺
梵
鐘
銘
か
ら
三
年
後
の
時
点
で
彼
の
僧
官
位
は
大
法
師
で
あ
る
。
し
か
も
良
禅
は
大
法
師
񦂪
已
講
񦂪
法
眼
񦂪
法
印
񦂪
権
僧
正
と
昇
任
し
て
お
り
、
律
師
の
ポ
ス
ト
を
経
験
し
て
い
な
い(
10)。
そ
れ
ゆ
え
、⽛
律
師
⽜
の
誤
記
説
は
成
り
立
た
な
い
。
平
泉
惣
別
当
は
鎌
倉
に
在
住
し
て
い
た
た
め
、
代
官
・
奉
行
を
現
地
に
派
遣
し
て
平
泉
諸
寺
院
を
管
理
・
運
営
さ
せ
た
。
し
か
し
、
円
隆
寺
梵
鐘
銘
に
⽛
両
寺
別
当
二
位
禅
師
良
禅
⽜
と
記
さ
れ
た
時
点
で
良
禅
は
、
奥
州
は
も
と
よ
り
鎌
倉
に
す
ら
参
向
し
て
い
な
い
。
京
都
の
良
禅
、
鎌
倉
常
住
の
良
信
を
⽛
奉
行
⽜
に
任
じ
て
も
、
職
責
を
果
た
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
円
隆
寺
梵
鐘
銘
に
関
す
る
遠
藤
氏
の
説
明
は
成
り
立
た
な
い
。
遠
藤
説
に
関
す
る
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
(ｂ
)⽛
先
別
当
僧
正
坊
⽜
に
つ
い
て
の
解
釈
で
あ
る
。⽛
文
永
九
年
関
東
下
知
状
⽜
(⽝
平
泉
⽞
二
九
号
)に
よ
れ
ば
、
小
山
薬
師
堂
免
田
を
め
ぐ
っ
て
惣
別
当
と
衆
徒
が
争
っ
て
い
る
。
一
小
山
薬
師
堂
免
田
参
町
事
右
、
如
𥿜衆
徒
所
進
掃
部
頭
(中
原
)
親
能
建
久
二
年
十
一
月
十
五
日
奉
書
案
并
前
別
当
密
蔵
坊
同
年
同
月
十
八
日
施
行
・
隆
近
〈
行
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朝
父
〉
(天
カ
)
□
福
二
年
二
月
八
日
譲
状
等
𥾀者
、
件
免
田
者
、
衆
徒
行
朝
相
伝
之
由
所
見
也
、
而
雑
掌
帯
𥿜建
保
・
延
応
寺
領
給
人
注
文
𥾀、
彼
免
田
者
、
自
𥿜先
別
当
僧
正
坊
之
時
𥾀、
宛
𥿜給
坊
人
𥾀、
経
𥿜年
序
𥾀之
旨
、
雑
掌
雖
𦗺申
𦗺之
、
建
保
注
文
者
、
為
𥿜以
往
状
𥾀之
間
、
所
見
不
𥿜分
明
𥾀、
延
応
注
文
者
、
光
契
僧
都
以
𥿜此
状
𥾀、
不
𦗺可
𥿜指
南
𥾀之
由
、
載
𥿜奥
書
𥾀之
間
、
不
𦗺足
𥿜証
拠
𥾀
歟
、
加
之
、
坊
人
知
行
年
紀
事
、
於
𥿜引
付
之
座
𥾀問
答
之
処
、
当
別
当
押
領
之
後
十
八
箇
年
之
由
、
衆
徒
令
𦗺申
之
処
、
雑
掌
陳
詞
不
𥿜分
明
𥾀、
然
則
件
免
田
者
、
行
朝
如
𦗺元
可
𦗺令
𥿜領
知
𥾀也
、
文
永
九
年
(一
二
七
二
)段
階
で
衆
徒
は
、
寺
僧
行
朝
が
相
伝
し
た
薬
師
堂
免
田
を
惣
別
当
が
押
領
し
て
い
る
と
非
難
し
、
行
朝
へ
の
返
付
を
求
め
た
。
そ
れ
に
対
し
惣
別
当
は
、
①
⽛
先
別
当
僧
正
坊
⽜
の
時
代
か
ら
、
薬
師
堂
免
田
を
坊
人
に
宛
行
っ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
⽛
建
保
・
延
応
寺
領
給
人
注
文
⽜
で
明
ら
か
で
あ
る
、
②
知
行
年
紀
法
か
ら
し
て
、
坊
人
へ
の
宛
行
を
改
変
す
る
必
要
が
な
い
、
と
反
論
し
て
い
る
。
こ
の
⽛
先
別
当
僧
正
坊
⽜
が
平
泉
惣
別
当
で
あ
る
こ
と
は
意
見
が
一
致
し
て
い
る
が
、
遠
藤
氏
は
こ
の
⽛
先
別
当
僧
正
坊
⽜
を
定
豪
と
定
親
の
二
人
と
想
定
し
た
。
定
豪
は
嘉
禎
四
年
(一
二
三
八
)九
月
に
死
没
し
て
お
り
、
延
応
年
間
(一
二
三
九
～
四
〇
)の
⽛
寺
領
給
人
注
文
⽜
が
定
豪
時
代
の
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
、
定
豪
・
定
親
の
二
人
の
人
物
を
一
括
し
て
⽛
先
別
当
僧
正
坊
⽜
と
呼
ぶ
だ
ろ
う
か
。⽛
前
(々定
豪
)
別
当
僧
正
坊
⽜
の
時
代
に
お
い
て
も
、
ま
た
⽛
前
(定
親
)
別
当
僧
正
坊
⽜
の
時
に
も
、
小
山
薬
師
堂
免
田
は
坊
人
に
宛
行
わ
れ
て
い
た
、
と
述
べ
れ
ば
済
む
。⽛
先
別
当
僧
正
坊
⽜
を
定
豪
と
定
親
の
二
人
と
解
す
る
の
は
相
当
な
無
理
が
あ
る
。
で
は
、⽛
先
別
当
僧
正
坊
⽜
と
は
誰
を
指
す
の
か
。
こ
の
人
物
は
、
ⓐ
文
永
九
年
六
月
段
階
で
、
僧
正
と
呼
び
う
る
人
物
で
あ
り
、
ⓑ
建
保
年
間
(一
二
一
三
～
一
九
)に
鎌
倉
で
活
動
し
て
い
た
人
物
で
あ
り
、
ⓒ
延
応
年
間
に
鎌
倉
で
活
動
し
て
い
る
人
物
で
平泉惣別当に関する基礎的考察
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も
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
条
件
を
満
た
す
者
は
い
っ
た
い
誰
か
。
ま
ず
、
ⓐ
鎌
倉
で
活
動
し
た
僧
侶
で
、
文
永
九
年
六
月
ま
で
に
僧
正
と
な
っ
た
者
は
、
栄
西
・
定
豪
・
厳
海
・
良
瑜
・
実
賢
・
良
恵
・
成
源
・
快
雅
・
良
信
・
印
円
・
良
禅
・
道
慶
・
猷
尊
・
道
禅
・
隆
弁
・
頼
兼
・
良
基
の
一
七
名
が
い
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
、
鎌
倉
か
ら
追
放
後
に
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
定
親
を
加
え
る
と
、
一
八
名
と
な
る
。
こ
の
一
八
名
の
う
ち
、
ⓑ
建
保
年
間
に
鎌
倉
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
栄
西
・
定
豪
と
良
信
の
三
人
だ
け
だ
。
で
は
、
ⓒ
延
応
年
間
は
ど
う
か
。
栄
西
は
建
保
三
年
(一
二
一
五
)七
月
に
七
五
歳
で
亡
く
な
り
、
定
豪
は
嘉
禎
四
年
(一
二
三
八
)九
月
に
八
七
歳
で
死
没
。
良
信
は
建
長
五
年
(一
二
五
三
)五
月
に
八
一
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
延
応
年
間
(一
二
三
九
～
四
〇
)に
鎌
倉
で
活
動
し
て
い
た
の
は
良
信
だ
け
で
あ
り
、
良
信
だ
け
が
ⓐ
ⓑ
ⓒ
の
三
条
件
を
満
た
し
て
い
る
。⽛
先
別
当
僧
正
坊
⽜
を
定
豪
・
定
親
の
二
人
と
解
さ
な
く
て
も
、
良
信
と
考
え
れ
ば
容
易
に
史
料
理
解
が
可
能
だ
。
そ
こ
で
、
良
信
を
平
泉
惣
別
当
と
し
て
よ
い
か
、
諸
史
料
を
も
と
に
改
め
て
検
証
し
て
み
よ
う
。
第
一
に
、
先
述
の
よ
う
に
、
貞
応
三
年
(一
二
二
四
)の
円
隆
寺
梵
鐘
銘
に
、⽛
両
寺
別
当
権
少
僧
都
良
信
／
両
寺
別
当
二
位
禅
師
良
禅
⽜
と
記
さ
れ
て
お
り
、
良
信
と
良
禅
が
奥
州
平
泉
惣
別
当
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
第
二
に
、⽛
文
永
元
年
関
東
下
知
状
⽜
(⽝
平
泉
⽞
二
八
号
)は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
如
𥿜図
書
允
(清
原
)
清
定
承
久
元
年
六
月
十
八
日
奉
書
𥾀者
、
平
泉
中
尊
寺
住
僧
四
人
、
依
𥿜別
当
法
橋
之
訴
訟
𥾀、
遂
𥿜対
決
𥾀之
処
、
無
𥿜指
罪
科
𥾀之
間
、
給
𥿜身
暇
𥾀、
所
𦗺被
𥿜下
遣
𥾀也
、
如
𦗺元
可
𦗺令
𥿜安
堵
𥾀云
々
者
、
つ
ま
り
承
久
元
年
(一
二
一
九
)六
月
十
八
日
付
け
の
清
原
清
定
奉
書
に
よ
れ
ば
、
中
尊
寺
住
僧
四
人
が
⽛
別
当
法
橋
⽜
か
ら
訴
え
ら
れ
て
鎌
倉
に
召
喚
さ
れ
た
が
、
幕
府
法
廷
で
の
審
議
の
結
果
、
住
僧
た
ち
の
罪
科
が
否
定
さ
れ
安
堵
さ
れ
た
、
と
い
う
。
寺
僧
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を
幕
府
に
告
発
し
た
⽛
別
当
法
橋
⽜
は
平
泉
惣
別
当
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
人
物
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、⽛
図
書
允
清
定
承
久
元
年
六
月
十
八
日
奉
書
⽜
に
⽛
別
当
法
橋
⽜
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
人
物
は
承
久
元
年
段
階
で
法
橋
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
定
豪
は
元
暦
二
年
(一
一
八
五
)五
月
に
法
橋
に
叙
さ
れ
、
建
仁
三
年
(一
二
〇
三
)五
月
に
法
眼
、
承
元
三
年
(一
二
〇
九
)五
月
に
法
印
に
叙
さ
れ
て
い
る(
11)。
承
久
元
年
段
階
の
定
豪
は
法
印
な
の
で
、
こ
の
⽛
別
当
法
橋
⽜
を
定
豪
と
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
一
方
、⽝
阿
娑
縛
抄
⽞
所
収
の
⽝
五
壇
法
日
記
⽞
は
次
の
よ
う
に
記
す(
12)。
建
保
四
年
関
東
五
壇
法
忠
快
法
印
権
大
僧
都
、
実
暁
法
眼
、
快
智
律
師
、
為
範
律
師
、
良
信
法
橋
〈
山
門
一
流
〉
建
保
四
年
(一
二
一
六
)に
鎌
倉
で
五
壇
法
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
⽛
良
信
法
橋
⽜
が
脇
壇
を
勤
仕
し
て
い
る
。
ま
た
⽝
吾
妻
鏡
⽞
承
久
三
年
(一
二
二
一
)五
月
二
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、
承
久
の
乱
の
戦
闘
を
目
前
に
控
え
た
幕
府
が
⽛
大
蔵
卿
法
橋
良
信
⽜
ら
に
戦
勝
祈
禱
を
命
じ
た
。
建
保
四
年
か
ら
承
久
三
年
ま
で
良
信
の
官
位
は
法
橋
で
あ
っ
た
。
承
久
元
年
に
中
尊
寺
住
僧
四
人
を
訴
え
た
平
泉
の
⽛
別
当
法
橋
⽜
は
、
良
信
と
考
え
て
よ
い
。
第
三
に
、⽛
文
永
九
年
関
東
下
知
状
⽜
に
よ
れ
ば
、⽛
延
応
寺
領
給
人
注
文
⽜
に
つ
い
て
⽛
延
応
注
文
者
、
光
契
僧
都
以
𥿜此
状
𥾀、
不
𦗺可
𥿜指
南
𥾀之
由
、
載
𥿜奥
書
𥾀之
⽜
と
あ
る
。
光
契
僧
都
が
、⽛
延
応
寺
領
給
人
注
文
⽜
は
不
正
確
で
当
て
に
な
ら
な
い
、
と
奥
書
に
記
し
て
い
た
と
い
う
の
だ
。
こ
の
光
契
は
延
暦
寺
出
身
の
僧
侶
で
あ
る
。
光
契
の
生
没
年
は
不
詳
だ
が
、
三
事
兼
帯
の
能
吏
・
藤
原
重
方
の
孫
で
あ
り
、
忠
方
の
子
で
あ
る
。
叔
母
が
葉
室
光
雅
(一
一
四
九
～
一
二
〇
〇
)に
嫁
い
で
光
親
を
生
ん
で
い
る
の
で
、
光
契
は
葉
室
光
雅
か
、
光
親
の
猶
子
と
な
っ
て
⽛
光
⽜
の
一
字
を
も
ら
平泉惣別当に関する基礎的考察
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っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建
暦
元
年
(一
二
一
一
)四
月
に
妙
法
院
実
全
が
尊
性
に
伝
法
灌
頂
を
授
け
た
時
に
、
讃
衆
の
一
人
と
し
て
出
仕
し
た
の
が
史
料
的
な
初
見
で
あ
る
。
建
保
二
年
(一
二
一
四
)正
月
に
は
慈
円
の
法
華
法
、
十
二
月
に
は
梶
井
門
跡
承
円
に
よ
る
安
鎮
法
の
伴
僧
を
つ
と
め
、
承
久
二
年
(一
二
二
〇
)十
一
月
、
覚
審
か
ら
承
澄
へ
の
伝
法
灌
頂
の
讃
衆
を
つ
と
め
て
い
る(
13)。
そ
の
後
、
京
都
の
記
録
か
ら
光
契
の
名
が
消
え
る
。
後
鳥
羽
院
の
側
近
で
あ
っ
た
葉
室
光
親
が
、
北
条
義
時
追
討
の
院
宣
を
発
し
、
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
て
承
久
の
乱
後
に
処
刑
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
次
に
登
場
す
る
の
が
、
平
泉
の
⽛
延
応
寺
領
給
人
注
文
⽜
に
つ
い
て
の
⽛
光
契
僧
都
⽜
の
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
光
契
が
延
応
年
間
に
、
平
泉
の
両
寺
権
別
当
も
し
く
は
奉
行
と
し
て
現
地
で
寺
領
支
配
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
光
契
と
良
信
と
を
直
接
結
び
つ
け
る
記
事
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
良
信
の
師
で
あ
る
忠
快
と
光
契
は
梶
井
門
跡
承
円
の
伴
僧
仲
間
で
あ
っ
た
し(
14)、
光
契
が
伝
法
灌
頂
の
讃
衆
を
つ
と
め
た
承
澄
は
、
忠
快
の
嫡
弟
の
地
位
を
良
信
と
争
っ
た
人
物
で
あ
る
。
恐
ら
く
光
契
は
承
久
の
乱
後
、
忠
快
を
頼
っ
て
鎌
倉
に
赴
き
、
や
が
て
そ
の
弟
子
良
信
の
腹
心
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
光
契
一
族
は
能
吏
を
輩
出
し
て
お
り
、
光
契
も
実
務
に
明
る
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
れ
が
⽛
延
応
寺
領
給
人
注
文
⽜
に
関
す
る
メ
モ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
光
契
の
実
子
の
良
顕
は
、
良
信
の
弟
子
と
な
っ
て
勝
長
寿
院
供
僧
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る(
15)。
以
上
の
よ
う
に
、
延
応
段
階
の
平
泉
惣
別
当
の
腹
心
は
山
門
派
の
光
契
で
あ
り
、
彼
は
忠
快
を
介
し
て
良
信
と
つ
な
が
る
。
こ
の
点
か
ら
し
て
も
、
延
応
段
階
の
惣
別
当
は
良
信
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
第
四
に
、⽛
文
永
九
年
関
東
下
知
状
⽜
(⽝
平
泉
⽞
二
九
号
)で
は
、
惣
別
当
(最
信
)方
の
雑
掌
が
⽛
先
別
当
僧
正
坊
⽜
の
時
代
か
ら
小
山
薬
師
堂
免
田
を
坊
人
に
宛
行
っ
て
き
た
、
と
述
べ
て
い
る(
16)。
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
⽛
先
別
当
僧
正
坊
⽜
は
良
信
を
指
し
て
い
る
。
平
泉
惣
別
当
は
良
信
ᴷ
最
信
の
順
で
継
承
さ
れ
た
。
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第
五
に
、⽛
文
永
元
年
関
東
下
知
状
⽜
に
よ
れ
ば
、
寺
僧
側
が
惣
別
当
の
堂
塔
修
理
怠
慢
を
非
難
し
た
と
こ
ろ
、
別
当
方
は
⽛
両
方
数
十
宇
堂
塔
、
前
々
別
当
之
時
、
破
壊
Ṉ
倒
畢
⽜
と
述
べ
、⽛
前
々
別
当
修
理
分
者
、
当
時
不
𥿜相
違
𥾀、
所
𦗺加
𥿜修
理
𥾀也
⽜
と
反
論
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
堂
塔
数
十
宇
の
破
壊
は
、
別
当
最
信
の
⽛
前
々
別
当
⽜
の
怠
慢
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、⽛
前
々
別
当
⽜
が
修
理
し
た
分
は
今
で
も
き
ち
ん
と
修
造
し
て
い
る
と
主
張
し
、
堂
舎
破
壊
の
責
任
を
、
別
当
最
信
の
⽛
前
々
別
当
⽜
に
押
し
つ
け
て
い
る
。
堂
塔
Ṉ
倒
の
責
任
を
前
別
当
で
は
な
く
、
前
々
別
当
に
押
し
つ
け
た
の
は
、
今
の
別
当
(最
信
)と
前
別
当
(良
信
)と
の
つ
な
が
り
が
深
い
た
め
だ
。
同
様
に
⽛
文
永
元
年
関
東
下
知
状
⽜
に
よ
れ
ば
、
別
当
の
堂
塔
修
理
怠
慢
に
関
し
て
、⽛
当
別
当
不
𦗺相
𥿜違
僧
正
之
時
𥾀、
令
𥿜興
隆
𥾀之
由
、
令
𦗺取
𥿜衆
徒
状
𥾀⽜
と
い
う
。
つ
ま
り
、
今
の
別
当
(最
信
)が
⽛
僧
正
之
時
⽜
と
違
わ
ず
堂
塔
興
隆
に
尽
力
し
て
い
る
、
と
の
⽛
衆
徒
状
⽜
を
惣
別
当
側
が
強
引
に
と
っ
た
の
だ
。⽛
僧
正
之
時
⽜
と
は
良
信
が
別
当
で
あ
っ
た
時
代
を
指
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
た
、
最
信
の
前
別
当
が
良
信
で
あ
っ
た
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
①
良
信
が
建
保
(一
二
一
三
～
一
九
)か
ら
延
応
年
間
(一
二
三
九
～
四
〇
)ま
で
平
泉
惣
別
当
を
務
め
た
、
②
平
泉
惣
別
当
最
信
の
前
任
は
良
信
で
あ
っ
た
、
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
⽝
吾
妻
鏡
⽞
建
長
五
年
(一
二
五
三
)五
月
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、
死
没
直
前
の
良
信
に
代
わ
っ
て
最
信
が
、
幕
府
よ
り
勝
長
寿
院
別
当
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
同
じ
時
に
、
平
泉
惣
別
当
も
良
信
か
ら
最
信
に
譲
ら
れ
、
幕
府
が
そ
れ
を
承
認
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
小
括
す
れ
ば
、
建
保
年
間
か
ら
建
長
五
年
五
月
ま
で
の
平
泉
惣
別
当
が
良
信
で
あ
り
、
そ
の
跡
を
譲
ら
れ
た
最
信
は
、
建
治
三
年
(一
二
七
七
)六
月
に
改
易
さ
れ
る
ま
で
、
平
泉
惣
別
当
を
務
め
た
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
良
信
・
良
禅
が
平
泉
惣
別
当
に
任
じ
ら
れ
た
理
由
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
平泉惣別当に関する基礎的考察
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第
二
章
良
信
・
良
禅
と
平
泉
惣
別
当
第
一
節
良
信
と
良
禅
鎌
倉
幕
府
は
、
な
ぜ
良
信
を
平
泉
惣
別
当
に
補
任
し
た
の
か
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
貞
応
三
年
(一
二
二
四
)の
円
隆
寺
梵
鐘
銘
に
⽛
両
寺
別
当
権
少
僧
都
良
信
／
両
寺
別
当
二
位
禅
師
良
禅
⽜
と
記
さ
れ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
良
信
が
平
泉
惣
別
当
で
あ
っ
た
時
、
良
禅
禅
師
も
平
泉
惣
別
当
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
般
に
平
泉
惣
別
当
は
一
人
で
あ
っ
て
、
二
人
が
同
時
に
惣
別
当
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
こ
の
事
例
以
外
に
存
在
し
な
い
。
他
の
寺
院
に
お
い
て
も
、
同
様
の
例
は
思
い
浮
か
ば
な
い
。
こ
の
二
人
を
、
惣
別
当
配
下
の
⽛
奉
行
⽜
と
す
る
理
解
が
な
か
な
か
消
え
な
い
の
は
、
別
当
二
人
と
い
う
在
り
方
が
異
例
だ
か
ら
だ
。
そ
こ
で
良
信
・
良
禅
の
二
人
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
、
そ
の
上
で
、
な
ぜ
惣
別
当
二
人
と
い
う
異
例
の
体
制
が
と
ら
れ
た
の
か
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。
良
信
(一
一
七
三
～
一
二
五
三
)は
大
蔵
卿
藤
原
長
成
の
孫
で
、
長
信
の
子
で
あ
る
。
祖
父
長
成
の
大
蔵
卿
を
公
名
と
し
た
。
伯
父
の
能
成
は
、
長
成
と
常
磐
御
前
と
の
間
の
子
で
あ
り
、
源
義
経
の
同
母
弟
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
建
保
四
年
(一
二
一
六
)に
忠
快
が
鎌
倉
で
行
っ
た
五
壇
法
脇
壇
を
勤
め
た
の
が
史
料
的
な
初
見
で
あ
る
。
承
久
の
乱
で
は
円
意
(寺
門
)、
定
豪
(東
密
)、
道
禅
(寺
門
)ら
と
と
も
に
幕
府
の
祈
禱
を
担
当
し
た
。
貞
応
三
年
(一
二
二
四
)八
月
に
は
勝
長
寿
院
別
当
に
補
任
さ
れ
、
こ
れ
以
降
、
鎌
倉
末
ま
で
勝
長
寿
院
別
当
は
山
門
派
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
将
軍
九
条
頼
経
の
護
持
僧
と
な
り
、
頼
経
の
た
め
に
寛
元
元
年
(一
二
四
三
)・
二
年
に
五
壇
法
脇
壇
を
勤
め
、
頼
経
の
病
悩
で
は
延
応
元
年
(一
二
三
九
)に
薬
師
護
摩
、
寛
元
三
年
に
七
壇
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師
修
法
脇
壇
を
修
し
て
い
る
。
寛
元
二
年
・
三
年
に
は
将
軍
頼
嗣
の
不
例
で
十
壇
閻
魔
天
供
や
冥
道
供
を
行
っ
た
し
、
天
変
や
祈
雨
の
祈
禱
で
も
活
躍
し
た
。
ま
た
寛
喜
二
年
(一
二
三
〇
)の
勝
長
寿
院
三
重
塔
の
供
養
、
寛
元
元
年
の
鎌
倉
大
仏
、
寛
元
四
年
の
信
濃
善
光
寺
の
供
養
で
導
師
を
つ
と
め
た
し
、
執
権
北
条
経
時
が
出
家
し
た
時
に
は
そ
の
戒
師
と
な
っ
て
い
る
。
良
信
の
師
は
台
密
小
川
流
の
祖
・
忠
快
で
あ
る
。
忠
快
(一
一
五
九
～
一
二
二
七
)は
平
教
盛
の
子
で
、
清
盛
の
甥
に
あ
た
る
。
文
治
元
年
(一
一
八
五
)壇
ノ
浦
の
戦
い
で
捕
虜
と
な
っ
て
伊
豆
に
流
罪
と
な
っ
た
が
、
文
治
五
年
に
赦
免
さ
れ
て
京
都
に
戻
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
建
久
六
年
(一
一
九
五
)源
頼
朝
に
見
込
ま
れ
、
頼
朝
に
供
奉
し
て
鎌
倉
に
下
向
。
そ
の
後
、
鎌
倉
と
京
都
を
往
還
し
な
が
ら
幕
府
祈
禱
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
忠
快
は
、
鎌
倉
に
正
統
の
密
教
修
法
を
導
入
し
た
最
初
の
人
物
で
あ
る
。
良
信
と
承
澄
と
が
そ
の
主
な
弟
子
で
あ
る
が
、⽝
阿
娑
縛
抄
⽞
に
よ
れ
ば
、
①
良
信
よ
り
も
承
澄
の
方
が
優
れ
て
い
た
た
め
、
嫡
弟
の
地
位
を
承
澄
に
奪
わ
れ
た
。
②
そ
こ
で
良
信
は
入
宋
し
よ
う
と
鎮
西
ま
で
行
っ
た
が
、
鎌
倉
殿
の
慰
留
に
よ
り
入
宋
を
断
念
し
た
。
③
そ
の
影
響
で
良
信
の
門
流
は
九
州
に
も
い
た
、
と
い
う(
17)。⽝
阿
娑
縛
抄
⽞
は
承
澄
と
そ
の
門
下
が
撰
述
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
話
半
分
に
聞
き
流
す
の
が
適
切
だ
ろ
う
。
忠
快
と
承
澄
の
二
人
は
京
都
と
鎌
倉
を
往
還
し
な
が
ら
活
動
し
た
の
に
対
し
、
良
信
は
伝
法
灌
頂
の
時
以
外
は
鎌
倉
で
活
動
を
続
け
た
。
京
都
の
小
川
御
所
が
忠
快
か
ら
承
澄
に
譲
ら
れ
た
た
め
、
承
澄
門
流
は
忠
快
の
嫡
弟
が
承
澄
だ
と
主
張
し
た
が
、
良
信
は
忠
快
の
代
理
と
し
て
鎌
倉
で
大
き
な
地
歩
を
築
い
た
。
い
わ
ば
、
京
都
の
嫡
弟
が
承
澄
で
あ
り
、
鎌
倉
で
の
嫡
弟
が
良
信
で
あ
る
。
台
密
の
⽛
師
資
相
承
血
脈
⽜
に
よ
れ
ば
、
良
信
に
は
灌
頂
の
弟
子
が
⽛
四
十
人
⽜
お
り
、
具
体
的
に
⽛
雲
信
〈
改
𥿜円
源
𥾀〉⽜
⽛
親
源
右
衛
門
督
⽜⽛
最
信
宰
相
⽜⽛
雅
賢
宮
内
卿
⽜⽛
性
範
民
部
卿
⽜⽛
性
淵
〈
極
楽
房
〉⽜⽛
禅
信
帥
⽜⽛
俊
承
大
夫
⽜⽛
静
宴
中
納
言
⽜⽛
良
明
三
位
⽜⽛
良
意
⽜
の
一
一
名
が
挙
が
っ
て
い
る(
18)。
こ
の
う
ち
、
幾
人
か
は
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
、
鎌
倉
で
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活
動
し
た
者
も
多
い
。
ま
ず
、
最
信
法
印
権
大
僧
都
は
足
利
義
氏
の
子
で
あ
り
、
泰
氏
の
兄
弟
に
当
た
る
。
生
没
年
は
不
詳
。
今
川
氏
の
祖
で
あ
る
今
川
国
氏
の
実
父
で
も
あ
る
。
建
長
五
年
(一
二
五
三
)死
没
直
前
の
良
信
の
跡
を
継
い
で
勝
長
寿
院
別
当
に
補
任
さ
れ
た
。
既
述
の
よ
う
に
、
こ
の
時
に
平
泉
惣
別
当
も
譲
ら
れ
た
は
ず
だ
。
祈
禱
関
係
の
記
事
は
多
く
な
い
が
、
文
応
元
年
(一
二
六
〇
)八
月
、
宗
尊
親
王
が
赤
痢
と
な
っ
た
時
に
七
座
法
を
勤
仕
し
た
し
、
飛
鳥
井
雅
有
⽝
隣
女
和
歌
集
⽞
に
は
、
日
蝕
祈
禱
で
験
の
あ
っ
た
最
信
と
雅
有
と
の
贈
答
歌
が
収
載
さ
れ
て
い
る(
19)。
中
尊
寺
・
毛
越
寺
衆
徒
の
訴
え
に
よ
り
、
建
治
三
年
(一
二
七
七
)六
月
に
平
泉
惣
別
当
を
改
易
さ
れ
た
。
次
い
で
、
親
源
は
中
納
言
藤
原
親
兼
の
孫
で
あ
り
、
参
議
水
無
瀬
信
成
の
子
で
あ
る
。
祖
父
親
兼
の
右
衛
門
督
を
公
名
と
し
た
。
父
の
信
成
は
後
鳥
羽
院
の
命
に
よ
っ
て
坊
門
忠
信
の
猶
子
と
な
り
、
坊
門
家
の
嫡
流
と
な
っ
た
が
、
承
久
の
乱
で
失
脚
し
た
。
寛
元
二
年
(一
二
四
四
)か
ら
三
年
に
青
ẃ
院
の
慈
源
・
公
源
の
も
と
で
、
伴
僧
な
ど
を
つ
と
め
た
親
源
法
眼
な
る
人
物
が
い
る
が
、
こ
れ
が
良
信
の
弟
子
の
親
源
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
鎌
倉
で
は
建
長
五
年
(一
二
五
三
)に
祈
雨
祈
禱
を
行
っ
た(
20)。
良
明
・
静
宴
・
禅
信
・
俊
承
・
雅
賢
ら
も
鎌
倉
で
活
動
し
て
い
る
。
康
元
元
年
(一
二
五
六
)十
二
月
、
頼
朝
法
華
堂
前
か
ら
の
火
事
で
勝
長
寿
院
が
類
焼
し
た
。
別
当
最
信
は
幕
府
の
支
援
を
う
け
て
再
建
に
当
た
り
、
正
嘉
二
年
(一
二
五
八
)六
月
に
勝
長
寿
院
の
修
造
供
養
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。⽝
吾
妻
鏡
⽞
に
よ
れ
ば
、
そ
の
間
⽛
三
位
律
師
良
明
⽜⽛
帥
阿
闍
梨
禅
信
⽜
は
、⽛
寺
奉
行
⽜
と
し
て
勝
長
寿
院
諸
堂
の
造
営
計
画
を
北
条
重
時
・
朝
直
・
政
村
ら
と
打
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
良
明
と
禅
信
は
勝
長
寿
院
の
⽛
寺
奉
行
⽜
と
な
り
、
側
近
と
し
て
別
当
最
信
を
支
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
正
嘉
二
年
(一
二
五
八
)六
月
の
勝
長
寿
院
の
再
建
供
養
で
は
、
権
律
師
良
明
・
権
律
師
静
宴
・
阿
闍
梨
禅
信
と
い
っ
た
良
信
門
下
が
職
衆
に
請
定
さ
れ
た(
21)。
ま
た
、
弘
長
元
年
(一
114
二
六
一
)二
月
の
鶴
岡
大
仁
王
会
で
は
、
俊
承
権
少
僧
都
と
永
福
寺
供
僧
の
雅
賢
権
少
僧
都
が
出
仕
し
て
い
る
。
俊
承
に
は
⽛
勝
長
寿
院
法
印
弟
子
⽜
と
割
注
が
あ
る
の
で
、
良
信
の
没
後
、
俊
承
が
最
信
法
印
の
弟
子
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る(
22)。
こ
の
よ
う
に
、
良
信
門
下
の
多
く
は
最
信
の
弟
子
と
な
っ
て
、
鎌
倉
で
活
動
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
次
い
で
、⽛
両
寺
別
当
二
位
禅
師
良
禅
⽜
に
つ
い
て
、
み
て
み
よ
う
。
良
禅
本
覚
院
僧
正
(񩀢
～
一
二
五
七
)は
関
白
九
条
兼
実
の
孫
で
あ
り
、
太
政
大
臣
良
平
の
子
で
あ
る
(図
1)。⽛
二
位
禅
師
⽜
の
⽛
二
位
⽜
と
は
、
当
時
、
父
の
良
平
が
二
位
権
大
納
言
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
父
が
左
大
臣
に
の
ぼ
る
と
、
公
名
を
⽛
左
大
臣
⽜
に
改
め
た
。
九
条
道
家
の
従
兄
弟
に
当
た
り
、
そ
の
猶
子
と
な
っ
て
お
り
、
嘉
禎
四
年
(一
二
三
八
)に
は
⽛
御
猶
子
⽜
と
し
て
道
家
の
出
家
に
参
仕
し
て
い
る
。⽛
華
頂
要
略
中
絶
門
跡
⽜
本
覚
院
の
項
に
よ
れ
ば
、
良
禅
に
つ
い
て
⽛
改
𥿜道
禅
𥾀⽜
と
あ
る
。
初
名
の
道
禅
は
、
道
家
か
ら
⽛
道
⽜
を
も
ら
っ
た
と
も
平泉惣別当に関する基礎的考察
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西
園
寺
公
経
掄
子
教
実
▲
忠
家
▲
九
条
忠
通
▲
兼
実
▲
良
経
▲
道
家
▲
二
条
良
実
▲
師
忠
▲
慈
円
良
平
良
禅
一
条
実
経
▲
家
経
▲
良
快
頼
経
頼
嗣
法
助
源
恵
藻
璧
門
院
四
条
天
皇
後
堀
河
天
皇
(注) ▲は摂関の経験者。ゴチは本稿に関係深い人
物。
図 1 九条家の略系図
考
え
ら
れ
よ
う(
23)。
青
ẃ
院
良
快
の
入
室
の
弟
子
と
思
わ
れ
、
良
快
と
同
様
に
顕
密
を
兼
修
し
た
。
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
知
法
の
学
僧
で
あ
る
慈
賢
か
ら
台
密
の
伝
法
灌
頂
を
受
け
て
い
る
。
良
快
の
死
を
看
取
っ
て
本
覚
院
を
相
承
し
た
し
、
父
良
平
が
創
建
し
た
成
恩
院
の
別
当
と
な
っ
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
貞
応
三
年
(一
二
二
四
)の
平
泉
惣
別
当
が
そ
の
初
見
史
料
で
あ
る
。
寛
喜
元
年
(一
二
二
九
)に
天
台
二
会
講
師
、
貞
永
元
年
(一
二
三
二
)に
延
暦
寺
霜
月
会
の
探
題
を
勤
め
た
。
暦
仁
二
年
(一
二
三
九
)に
四
条
天
皇
護
持
僧
に
補
任
さ
れ
、
寛
元
元
年
(一
二
四
三
)に
は
大
宮
院
(後
嵯
峨
中
宮
)の
御
産
祈
禱
で
金
輪
法
を
修
し
た
し
、
九
条
道
家
の
た
め
五
壇
法
脇
壇
を
つ
と
め
て
い
る
。
寛
元
二
年
五
月
ま
で
京
都
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
寛
元
三
年
十
月
に
は
鎌
倉
で
、
九
条
頼
経
の
た
め
に
天
変
祈
禱
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
頼
経
御
願
の
如
法
経
十
種
供
養
・
報
恩
舎
利
講
・
尊
勝
陀
羅
尼
の
供
養
導
師
を
勤
め
、
寛
元
四
年
四
月
に
頼
経
の
た
め
に
五
壇
法
中
壇
を
勤
仕
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
最
後
に
鎌
倉
で
の
活
動
記
事
が
消
え
る(
24)。
恐
ら
く
同
年
七
月
に
頼
経
と
と
も
に
帰
洛
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
帰
洛
後
は
日
吉
社
別
当
に
任
じ
ら
れ
、
大
宮
院
の
御
産
祈
禱
を
行
っ
た
ほ
か
、
崇
徳
院
御
影
堂
領
を
め
ぐ
っ
て
相
論
し
て
い
る
。
第
二
節
平
泉
惣
別
当
の
二
人
体
制
以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
題
に
入
ろ
う
。
鎌
倉
幕
府
は
な
ぜ
良
信
と
良
禅
と
を
平
泉
惣
別
当
に
補
任
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
衆
徒
の
強
い
要
求
で
惣
別
当
印
鑁
が
解
任
さ
れ
た
経
緯
か
ら
す
れ
ば
、
中
尊
寺
・
毛
越
寺
衆
徒
と
関
わ
り
の
深
い
延
暦
寺
系
の
人
物
を
後
任
に
据
え
よ
う
と
考
え
た
の
は
自
然
な
選
択
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
両
寺
は
山
門
僧
と
関
わ
り
が
深
か
っ
た
。
誉
田
慶
信
氏
ら
が
指
摘
す
る
よ
う
に(
25)、
天
治
三
年
(一
一
二
六
)の
中
尊
寺
釈
迦
堂
供
養
で
唱
導
を
つ
と
め
た
相
仁
已
講
や
、
文
治
五
年
(一
一
八
九
)源
頼
朝
に
堂
塔
と
寺
領
の
安
堵
を
求
め
た
源
忠
已
講
は
、
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い
ず
れ
も
山
門
僧
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
相
仁
已
講
は
一
時
的
に
平
泉
を
訪
れ
た
だ
け
で
あ
る
が
、
源
忠
已
講
は
平
泉
に
定
住
し
た
。源
忠
は
摂
政
関
白
藤
原
師
実
の
孫
で
あ
り
、
宮
内
卿
忠
長
の
子
で
あ
る
。
仁
平
四
年
(一
一
五
四
)に
高
陽
院
の
彼
岸
懺
法
に
、
請
僧
六
口
の
一
人
と
し
て
参
仕
し
た
の
が
史
料
的
初
見
で
あ
り
、
応
保
二
年
(一
一
六
二
)に
は
御
斎
会
の
番
論
義
を
つ
と
め
た
。
そ
の
後
、
永
万
元
年
(一
一
六
五
)ま
で
毎
年
、
法
勝
寺
八
講
の
聴
衆
を
勤
仕
し
て
い
る
。
仁
安
四
年
(一
一
六
九
)尊
勝
寺
灌
頂
で
は
大
阿
闍
梨
明
雲
の
も
と
で
讃
衆
を
つ
と
め
、
同
年
、
天
台
二
会
講
師
の
請
を
う
け
た
。
し
か
し
何
が
あ
っ
た
か
、
八
月
に
そ
れ
を
辞
し
、
以
後
、
京
都
の
記
録
か
ら
消
え
る(
26)。
心
機
一
転
、
奥
州
に
赴
い
た
の
で
あ
ろ
う
。⽝
吾
妻
鏡
⽞
文
治
五
年
九
月
十
一
日
条
は
⽛
平
泉
内
寺
々
住
侶
源
忠
已
講
⽜
と
記
し
て
お
り
、
源
忠
が
平
泉
の
⽛
住
侶
⽜
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
源
忠
が
心
ẃ
大
法
師
・
快
能
ら
と
共
に
、
頼
朝
に
対
し
て
平
泉
の
堂
塔
・
寺
領
の
保
護
を
求
め
た
こ
と
、
ま
た
平
安
末
の
地
方
寺
院
の
住
僧
と
し
て
は
珍
し
い
已
講
の
官
位
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
、
源
忠
は
平
泉
で
は
相
当
有
力
な
僧
侶
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
一
方
、
幕
府
が
印
鑁
の
改
易
を
平
泉
衆
徒
に
通
知
し
た
際
に
、
寺
僧
に
⽛
帰
寺
⽜
を
促
し
て
い
る
(⽝
平
泉
⽞
二
八
)。
衆
徒
の
印
鑁
改
易
要
求
が
相
当
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
平
泉
に
山
門
系
住
侶
が
多
い
こ
と
を
配
慮
し
て
、
鎌
倉
幕
府
が
印
鑁
の
後
任
に
山
門
僧
を
選
ぶ
と
い
う
の
は
合
理
的
な
選
択
で
あ
る
。
し
か
も
良
信
は
名
僧
忠
快
の
弟
子
で
あ
り
、
且
つ
法
橋
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
世
系
は
源
義
経
と
も
ゆ
か
り
が
あ
る
。
平
泉
の
僧
侶
を
十
分
納
得
さ
せ
ら
れ
る
人
材
だ
。
と
は
い
え
、
や
は
り
こ
の
人
事
は
異
例
で
あ
る
。
第
一
に
、
平
泉
惣
別
当
の
二
人
併
任
は
こ
の
事
例
だ
け
で
あ
っ
て
、
以
前
に
も
以
後
に
も
、
こ
う
い
う
例
は
存
在
し
な
い
。
し
か
も
こ
の
二
人
に
は
師
弟
関
係
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
梶
井
系
(良
信
)と
青
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ẃ
院
系
(良
禅
)の
違
い
も
あ
っ
て(
27)、
こ
れ
ま
で
二
人
が
接
点
を
も
っ
た
形
跡
も
な
い
。
第
二
に
、
良
禅
は
⽛
二
位
禅
師
⽜
と
記
さ
れ
て
お
り
、
彼
は
延
暦
寺
で
い
ま
だ
受
戒
を
す
ま
せ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
年
齢
は
十
代
前
半
だ
ろ
う
。
し
か
も
彼
は
、
鎌
倉
に
や
っ
て
来
た
こ
と
が
な
い
し
、
こ
れ
ま
で
幕
府
と
関
わ
り
を
も
っ
た
こ
と
も
な
い
。
こ
う
し
て
み
て
く
れ
ば
、
良
禅
の
補
任
の
方
が
異
例
で
あ
ろ
う
。
貞
応
三
年
(一
二
二
四
)段
階
で
、
未
受
戒
、
京
都
在
住
、
十
代
前
半
の
良
禅
と
、
五
二
歳
で
鎌
倉
で
の
祈
禱
実
績
の
あ
っ
た
鎌
倉
山
門
派
の
第
一
人
者
良
信
権
少
僧
都
と
で
は
、
良
禅
の
補
任
の
方
が
は
る
か
に
不
可
解
だ
。
な
ぜ
鎌
倉
幕
府
は
、
京
都
在
住
で
未
受
戒
の
少
年
を
平
泉
惣
別
当
に
補
任
し
た
の
か
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
も
、
こ
れ
は
通
常
あ
り
得
な
い
人
事
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
人
事
の
背
後
に
は
、
あ
り
得
な
い
事
態
が
発
生
し
て
い
た
と
考
え
る
し
か
な
い
。
そ
れ
が
建
保
七
年
(一
二
一
九
)正
月
の
将
軍
実
朝
暗
殺
事
件
で
は
な
い
か
。
将
軍
実
朝
が
暗
殺
さ
れ
る
と
、
幕
府
は
二
月
十
三
日
に
二
階
堂
行
政
を
京
都
に
派
遣
し
て
、
後
鳥
羽
院
の
子
で
あ
る
雅
成
親
王
か
、
頼
仁
親
王
を
将
軍
に
迎
え
た
い
と
要
請
し
た
。
北
条
政
子
と
卿
二
位
兼
子
と
の
間
で
の
前
年
の
合
意
を
踏
ま
え
た
申
し
出
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
後
鳥
羽
院
は
、
自
分
の
息
子
が
京
都
・
鎌
倉
に
並
び
立
つ
こ
と
を
嫌
っ
て
、
一
転
拒
否
し
た
。
一
方
、
後
鳥
羽
は
摂
関
家
の
子
で
あ
れ
ば
容
認
す
る
と
の
意
向
を
示
し
た
の
で
、
幕
府
は
三
月
十
五
日
に
北
条
時
房
を
上
洛
さ
せ
、
左
大
臣
九
条
道
家
の
子
で
あ
る
教
実
を
迎
え
た
い
と
提
案
し
た
。
道
家
と
そ
の
妻
(西
園
寺
公
経
女
)は
い
ず
れ
も
源
頼
朝
の
同
母
妹
の
孫
に
あ
た
り
、
源
氏
の
血
を
引
い
て
い
る
か
ら
だ
。
問
題
は
道
家
夫
婦
の
ど
の
子
を
選
ぶ
か
で
あ
っ
た
が
、
西
園
寺
公
経
の
働
き
か
け
も
あ
っ
て
、
公
経
が
養
育
し
て
い
る
三
寅
(頼
経
、
二
歳
)に
白
羽
の
矢
が
当
た
り
、
六
月
三
日
に
そ
れ
が
正
式
決
定
し
た
。
と
は
い
え
、
近
衛
基
通
は
三
寅
が
将
軍
と
な
る
こ
と
を
道
家
の
恥
と
評
し
て
お
り
、
京
都
で
は
こ
う
し
た
空
気
も
強
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
摂
家
将
軍
の
実
現
に
積
極
的
で
あ
っ
た
の
が
、
西
園
寺
公
経
と
慈
円
で
あ
る
。
特
に
慈
円
は
、
摂
家
将
軍
の
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登
場
を
天
照
大
神
・
八
幡
大
菩
薩
・
春
日
大
明
神
た
ち
の
意
思
と
捉
え
て
お
り
、
将
軍
実
朝
の
死
も
春
日
大
明
神
の
計
ら
い
と
ま
で
考
え
て
い
る(
28)。
幕
府
に
と
っ
て
、
摂
家
将
軍
実
現
の
う
え
で
最
も
頼
り
に
な
っ
た
の
が
慈
円
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
際
、
三
寅
の
護
持
祈
禱
は
こ
の
後
、
慈
円
を
は
じ
め
と
す
る
青
ẃ
院
門
跡
が
担
っ
た
し
、
鎌
倉
幕
府
は
慈
円
に
対
し
祈
禱
料
所
(備
中
国
大
井
庄
)を
寄
進
し
て
、
三
寅
の
護
持
祈
禱
を
恒
常
化
さ
せ
て
い
る(
29)。
一
方
、
慈
円
ᴷ
良
快
ᴷ
良
禅
と
あ
る
よ
う
に
、
良
禅
は
慈
円
の
孫
弟
子
で
あ
る
。
慈
円
の
甥
が
良
快
で
あ
り
、
良
快
の
甥
が
良
禅
で
あ
っ
て
、
良
禅
は
九
条
家
で
慈
円
の
法
流
を
継
承
す
る
人
物
で
も
あ
る
。
良
禅
の
登
用
は
、
慈
円
と
幕
府
と
の
話
し
合
い
の
な
か
で
決
ま
っ
た
、
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
良
禅
の
よ
う
な
未
受
戒
の
少
年
を
幕
府
が
知
っ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
つ
ま
り
北
条
時
房
と
慈
円
と
の
協
議
の
な
か
で
、
摂
家
将
軍
と
抱
き
合
わ
せ
で
、
九
条
家
出
身
の
将
軍
護
持
僧
の
プ
ラ
ン
が
浮
上
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
摂
家
将
軍
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
慈
円
と
九
条
道
家
に
対
す
る
幕
府
側
の
配
慮
が
良
禅
の
平
泉
惣
別
当
就
任
で
あ
っ
た
。
こ
う
考
え
た
場
合
、
ネ
ッ
ク
と
な
る
の
が
時
間
的
な
窮
屈
さ
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
平
泉
惣
別
当
良
信
と
中
尊
寺
住
僧
と
の
裁
判
が
同
年
六
月
十
八
日
に
決
着
を
み
て
い
る
。
建
保
七
年
三
月
十
五
日
の
時
房
の
上
洛
、
慈
円
と
の
話
し
合
い
、
良
禅
・
良
信
の
惣
別
当
補
任
、
良
信
に
よ
る
中
尊
寺
住
僧
の
指
弾
と
鎌
倉
召
喚
、
そ
し
て
幕
府
で
の
裁
判
の
決
着
が
六
月
十
八
日
に
つ
い
た
と
い
う
の
は
時
間
的
に
相
当
き
び
し
い
。
平
泉
惣
別
当
で
あ
っ
た
理
乗
房
印
鑁
が
建
保
五
年
(一
二
一
七
)六
月
に
改
易
さ
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
良
信
が
惣
別
当
に
補
任
さ
れ
、
建
保
七
年
三
月
～
五
月
の
段
階
で
さ
ら
に
良
禅
を
惣
別
当
に
任
じ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
た
だ
し
印
鑁
と
寺
僧
と
の
激
し
い
確
執
の
後
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
良
信
ᴷ
両
寺
権
別
当
に
よ
る
統
治
は
な
お
不
安
定
で
あ
っ
た
。
平泉惣別当に関する基礎的考察
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そ
の
た
め
良
信
は
、
敵
対
的
な
張
本
の
僧
を
幕
府
に
訴
え
る
と
い
う
強
硬
手
段
を
と
っ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
幕
府
は
、
良
信
を
惣
別
当
に
留
ま
ら
せ
て
平
泉
諸
寺
の
安
定
化
を
図
ら
せ
、
良
禅
を
名
目
上
の
惣
別
当
と
し
た
。
良
禅
と
良
信
と
は
三
〇
歳
以
上
の
年
齢
差
が
あ
っ
た
し
、
未
受
戒
の
僧
と
鎌
倉
山
門
派
の
第
一
人
者
と
い
う
違
い
も
あ
る
。
し
か
も
平
泉
惣
別
当
は
得
分
が
多
い
。
そ
の
た
め
、
二
人
別
当
と
い
う
異
例
の
体
制
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
。
そ
も
そ
も
こ
れ
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
に
よ
る
将
軍
暗
殺
と
い
う
非
常
事
態
を
乗
り
切
る
た
め
の
緊
急
避
難
的
措
置
で
あ
る
。
良
信
が
不
満
を
漏
ら
せ
よ
う
は
ず
が
な
い
。
そ
し
て
幕
府
は
貞
応
三
年
(一
二
二
四
)八
月
に
良
信
を
勝
長
寿
院
別
当
に
任
じ
て
、
無
理
を
聞
き
入
れ
た
良
信
に
報
い
た
し
、
そ
の
官
位
も
、
法
橋
か
ら
権
少
僧
都
・
法
印
と
瞬
く
間
に
昇
任
し
て
い
る(
30)。
ち
な
み
に
円
隆
寺
梵
鐘
銘
に
よ
れ
ば
、
良
禅
・
良
信
の
ほ
か
に
⽛
大
法
師
奉
行
宗
円
⽜
な
る
人
物
が
み
え
る
。
こ
の
宗
円
は
建
保
五
年
(一
二
一
七
)・
六
年
に
、
青
ẃ
院
良
快
が
御
産
祈
禱
の
七
仏
薬
師
法
を
修
し
た
際
、
伴
僧
と
し
て
参
勤
し
た
比
叡
山
東
塔
の
⽛
宗
円
⽜
と
同
一
人
物
で
は
な
か
ろ
う
か(
31)。
つ
ま
り
東
塔
の
住
山
僧
宗
円
は
平
泉
惣
別
当
良
禅
の
⽛
奉
行
⽜
と
し
て
、
良
快
・
良
禅
に
命
じ
ら
れ
て
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
良
信
に
よ
る
統
治
が
継
続
す
る
な
か
に
あ
っ
て
、
良
禅
は
宗
円
を
奉
行
と
し
て
現
地
に
派
遣
し
て
、
自
分
の
意
向
を
代
弁
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
良
禅
の
惣
別
当
職
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。
良
禅
は
修
学
と
公
請
実
績
を
積
む
こ
と
を
優
先
し
て
京
都
に
留
ま
っ
た
。
九
条
家
出
身
僧
や
、
九
条
家
に
仕
え
た
多
く
の
顕
密
僧
が
頼
経
護
持
の
た
め
に
鎌
倉
に
行
っ
て
お
り
、
良
禅
の
派
遣
を
急
ぐ
必
要
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
九
条
頼
経
と
北
条
得
宗
と
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
寛
元
三
年
(一
二
四
五
)十
月
に
良
禅
は
鎌
倉
に
赴
き
、
翌
年
四
月
ま
で
、
頼
経
の
た
め
に
金
輪
法
を
修
し
た
り
、
如
法
経
十
種
供
養
や
報
恩
舎
利
講
・
尊
勝
陀
羅
尼
を
つ
と
め
た
ほ
か
、
五
壇
法
中
壇
を
勤
仕
し
た
。
そ
し
て
、
寛
元
四
年
七
月
に
九
条
頼
経
と
と
も
に
帰
洛
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
頼
経
と
同
心
帰
洛
し
た
僧
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侶
に
つ
い
て
は
鎌
倉
で
の
所
職
が
没
収
さ
れ
て
い
る
の
で
、
良
禅
に
つ
い
て
も
平
泉
惣
別
当
職
が
Ṟ
奪
さ
れ
た
の
は
確
実
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
二
人
惣
別
当
と
い
う
不
自
然
な
体
制
が
、
寛
元
四
年
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
以
上
、
推
測
に
頼
っ
た
部
分
が
多
い
が
、
議
論
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
良
信
は
建
保
五
年
(一
二
一
七
)六
月
に
、
印
鑁
が
改
易
さ
れ
た
後
任
と
し
て
平
泉
惣
別
当
に
補
任
さ
れ
た
。
②
建
保
七
年
正
月
の
実
朝
暗
殺
と
い
う
緊
急
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
鎌
倉
幕
府
は
三
寅
の
招
へ
い
を
実
現
し
た
が
、
そ
の
際
、
幕
府
は
良
禅
を
平
泉
惣
別
当
に
補
任
す
る
こ
と
で
、
慈
円
と
九
条
道
家
に
対
す
る
謝
意
を
示
し
た
。
③
平
泉
惣
別
当
に
よ
る
統
治
が
な
お
不
安
定
で
あ
っ
た
た
め
、
幕
府
は
良
信
を
惣
別
当
に
留
任
さ
せ
て
平
泉
諸
寺
の
支
配
に
当
た
ら
せ
た
。
一
方
、
良
禅
は
自
分
の
奉
行
と
し
て
、
宗
円
を
平
泉
に
派
遣
し
た
。
④
九
条
道
家
の
猶
子
で
あ
り
、
ま
た
九
条
家
で
慈
円
の
法
流
を
継
承
す
る
僧
侶
で
も
あ
っ
た
良
禅
は
、
未
受
戒
の
少
年
で
あ
っ
た
が
、
将
来
的
に
三
寅
を
護
持
す
る
役
割
を
担
う
と
い
う
こ
と
で
、
慈
円
ら
に
よ
っ
て
推
挙
さ
れ
た
。
⑤
寛
元
四
年
七
月
に
良
禅
が
九
条
頼
経
と
同
心
帰
洛
し
た
た
め
、
そ
の
平
泉
惣
別
当
職
は
幕
府
に
没
収
さ
れ
、
良
信
だ
け
が
惣
別
当
と
し
て
残
っ
た
。
⑥
建
長
五
年
(一
二
五
三
)五
月
、
良
信
は
死
没
直
前
に
、
勝
長
寿
院
別
当
と
平
泉
惣
別
当
を
嫡
弟
の
最
信
に
譲
り
、
そ
れ
が
幕
府
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
⑦
東
密
の
定
豪
と
定
親
が
平
泉
惣
別
当
に
補
任
さ
れ
た
事
実
は
存
在
し
な
い
。
第
三
章
弘
長
二
年
四
月
一
日
座
主
下
知
状
に
つ
い
て
次
に
⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
(⽝
平
泉
⽞
二
七
号
)の
検
討
に
移
ろ
う
。
こ
れ
を
紹
介
し
た
佐
々
木
邦
麿
氏
は
、
後
世
の
写
本
で
あ
る
た
め
、
本
史
料
は
文
章
表
現
な
ど
に
難
が
あ
る
も
の
の
、
鎌
倉
時
代
の
中
尊
寺
・
毛
越
寺
に
関
す
る
基
本
史
料
と
位
置
づ
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け
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
も
と
に
石
田
一
良
氏
の
中
尊
寺
釈
迦
堂
説
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る(
32)。
ま
た
、
佐
藤
健
治
氏
は
、
平
泉
惣
別
当
体
制
か
ら
毛
越
寺
が
離
脱
し
た
要
因
を
探
る
た
め
⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
を
と
り
あ
げ
、
中
尊
寺
優
位
の
惣
別
当
体
制
に
対
す
る
毛
越
寺
衆
徒
の
不
満
が
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
と
推
測
し
た(
33)。
し
か
し
、
こ
う
し
た
見
解
に
は
従
え
な
い
。⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
は
、
内
容
的
に
鎌
倉
時
代
の
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
だ
。
私
が
そ
う
判
断
し
た
理
由
は
、
以
下
の
七
点
二
〇
項
目
で
あ
る
。
第
一
に
、⽛
座
主
下
知
状
⽜
に
よ
れ
ば
、
中
尊
寺
と
毛
越
寺
、
お
よ
び
中
尊
寺
内
の
天
台
方
別
当
と
真
言
方
院
主
な
ど
が
⽛
四
十
六
通
⽜
の
文
書
を
応
酬
し
あ
い
、⽛
八
箇
年
⽜
の
相
論
の
末
に
⽛
座
主
仰
⽜
に
よ
っ
て
裁
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
相
論
は
、
惣
別
当
と
院
主
、
衆
徒
と
院
主
、
惣
別
当
と
衆
徒
、
中
尊
寺
衆
徒
と
毛
越
寺
衆
徒
、
毛
越
寺
衆
徒
と
惣
別
当
な
ど
の
対
立
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
極
め
て
複
雑
で
、
且
つ
多
様
で
あ
る
。
弘
長
二
年
(一
二
六
二
)の
⽛
八
箇
年
⽜
前
と
い
う
こ
と
は
、
建
長
七
年
(一
二
五
五
)に
裁
判
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
建
長
七
年
か
ら
弘
長
二
年
ま
で
、
中
尊
寺
・
毛
越
寺
の
寺
内
諸
勢
力
は
四
分
五
裂
し
な
が
ら
、
某
座
主
の
も
と
で
激
し
い
や
り
と
り
を
繰
り
広
げ
た
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
こ
に
は
惣
別
当
も
訴
訟
主
体
と
し
て
関
与
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、⽛
文
永
元
年
関
東
下
知
状
⽜
に
よ
れ
ば
、⽛
当
別
当
不
法
之
条
、
建
長
六
年
衆
徒
進
𥿜申
状
𥾀畢
⽜
と
あ
る
。
中
尊
寺
・
毛
越
寺
衆
徒
は
建
長
六
年
か
ら
平
泉
惣
別
当
最
信
の
不
当
懈
怠
を
鎌
倉
幕
府
に
訴
え
、
そ
の
裁
許
が
文
永
元
年
(一
二
六
四
)に
出
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
寺
衆
徒
は
建
長
六
年
(一
二
五
四
)か
ら
文
永
元
年
(一
二
六
四
)ま
で
一
一
年
間
に
わ
た
っ
て
、
平
泉
惣
別
当
の
懈
怠
を
一
致
協
力
し
て
鎌
倉
幕
府
に
訴
え
て
い
た(
34)。
と
こ
ろ
が
⽛
座
主
下
知
状
⽜
に
よ
れ
ば
、
そ
の
う
ち
建
長
七
年
か
ら
弘
長
二
年
(一
二
六
二
)ま
で
の
八
年
間
は
、
惣
別
当
も
含
め
た
寺
内
諸
勢
力
が
某
座
主
の
も
と
で
、
四
分
五
裂
の
争
い
を
展
開
し
た
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こ
と
に
な
る
。
①
⽛
文
永
元
年
関
東
下
知
状
⽜
で
の
両
寺
衆
徒
の
結
束
ぶ
り
と
、⽛
座
主
下
知
状
⽜
に
み
え
る
寺
内
諸
勢
力
の
混
迷
は
あ
ま
り
に
も
対
照
的
で
あ
り
、
二
つ
の
史
料
を
両
立
さ
せ
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
も
、
②
中
尊
寺
・
毛
越
寺
は
鎌
倉
幕
府
ᴷ
平
泉
惣
別
当
の
も
と
に
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
を
差
し
置
い
て
、
両
寺
に
ま
つ
わ
る
利
害
調
整
を
行
え
る
寺
院
が
、
鎌
倉
時
代
に
存
在
し
よ
う
は
ず
が
な
い
。
文
永
・
弘
長
の
裁
判
は
、
い
ず
れ
も
幕
府
に
提
起
さ
れ
る
べ
き
案
件
で
あ
る
。
二
つ
の
訴
訟
の
う
ち
、
一
方
を
幕
府
に
訴
え
、
も
う
一
方
を
な
ぜ
某
座
主
の
も
と
に
訴
え
た
の
か
、
そ
の
理
由
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
第
二
に
、⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
は
書
止
が
⽛
依
𥿜座
主
仰
𥾀、
下
知
如
𦗺件
⽜
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
⽛
座
主
⽜
が
ど
こ
の
座
主
な
の
か
、
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
中
世
の
座
主
と
い
え
ば
、
天
台
座
主
、
醍
醐
寺
座
主
、
大
伝
法
院
座
主
、
金
剛
峯
寺
座
主
、
法
性
寺
座
主
、
石
山
寺
座
主
、
観
心
寺
座
主
な
ど
が
思
い
浮
か
ぶ
が
、
可
能
性
が
高
い
の
は
天
台
座
主
で
あ
ろ
う
。
佐
々
木
邦
麿
・
佐
藤
健
治
氏
も
こ
れ
を
天
台
座
主
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
書
を
天
台
座
主
下
知
状
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
以
下
の
五
項
目
で
あ
る
。
①
下
知
状
が
出
さ
れ
た
弘
長
二
年
(一
二
六
二
)の
天
台
座
主
は
青
ẃ
院
門
跡
の
尊
助
で
あ
る
が
、
そ
の
前
の
座
主
は
梶
井
門
跡
尊
覚
で
あ
っ
た
。⽝
天
台
座
主
記
⽞
に
よ
れ
ば
、
尊
覚
は
建
長
元
年
(一
二
四
九
)九
月
五
日
に
天
台
座
主
に
補
任
さ
れ
、
正
元
元
年
(一
二
五
九
)三
月
二
十
六
日
に
園
城
寺
戒
壇
を
め
ぐ
る
混
乱
の
責
任
を
と
っ
て
辞
任
し
、
同
日
に
青
ẃ
院
尊
助
が
座
主
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
。⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
は
、
建
長
七
年
よ
り
⽛
八
箇
年
⽜
に
わ
た
る
審
議
に
よ
っ
て
裁
決
さ
れ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
天
台
座
主
は
梶
井
門
跡
の
尊
覚
か
ら
青
ẃ
院
の
尊
助
に
交
代
し
た
。
鎌
倉
時
代
の
延
暦
寺
で
は
、
天
台
座
主
に
就
任
し
た
と
し
て
も
居
所
を
移
す
わ
け
で
も
な
く
、
京
都
に
あ
る
門
跡
の
住
坊
が
そ
の
ま
ま
座
主
の
住
坊
と
な
る
だ
け
だ
。
座
主
が
延
暦
寺
に
行
く
こ
と
す
ら
、
め
っ
た
に
な
い
。
こ
う
し
た
中
世
天
台
座
主
の
実
態
か
ら
す
れ
ば
、
梶
井
門
跡
か
ら
青
ẃ
院
門
跡
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へ
と
座
主
が
交
代
す
る
中
に
あ
っ
て
、⽛
八
箇
年
⽜
に
わ
た
る
訴
訟
を
天
台
座
主
の
も
と
で
継
続
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
②
裁
許
の
権
能
は
、
保
護
の
義
務
と
表
裏
一
体
で
あ
る
。
も
し
も
天
台
座
主
が
中
尊
寺
・
毛
越
寺
の
争
い
を
裁
許
す
る
権
限
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
経
済
的
な
負
担
も
し
て
い
る
は
ず
だ
。
鎌
倉
中
期
の
中
尊
寺
・
毛
越
寺
は
堂
舎
が
激
減
し
て
お
り
(⽝
平
泉
⽞
二
八
号
)、
そ
の
修
復
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
惣
別
当
や
鎌
倉
幕
府
だ
け
で
な
く
、
天
台
座
主
に
も
堂
舎
修
復
の
支
援
を
求
め
た
は
ず
だ
。
し
か
し
、⽝
天
台
座
主
記
⽞
は
も
と
よ
り
、⽝
阿
娑
縛
抄
⽞⽝
門
葉
記
⽞
に
中
尊
寺
・
毛
越
寺
の
記
事
は
い
っ
さ
い
出
て
こ
な
い
。
両
寺
か
ら
の
末
寺
役
の
納
入
記
録
も
、
堂
舎
修
復
の
た
め
に
訪
い
(寄
付
)を
出
し
た
記
事
も
存
在
し
な
い
。
鎌
倉
時
代
の
天
台
座
主
も
、
梶
井
・
青
ẃ
院
門
跡
も
、
中
尊
寺
・
毛
越
寺
に
対
し
て
政
治
力
を
行
使
で
き
る
よ
う
な
存
在
で
は
な
い
。
③
⽛
文
永
元
年
関
東
下
知
状
⽜
に
よ
れ
ば
、
衆
徒
が
⽛
当
寺
者
伝
𥿜園
城
寺
之
法
𥾀⽜
と
述
べ
て
い
る
。
北
条
時
頼
・
時
宗
の
時
代
は
全
般
的
に
、
園
城
寺
ᴷ
鎌
倉
幕
府
と
延
暦
寺
と
が
き
び
し
い
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
鎌
倉
幕
府
の
支
援
に
よ
っ
て
園
城
寺
戒
壇
独
立
が
百
年
ぶ
り
に
再
燃
し
、
正
嘉
元
年
(一
二
五
七
)か
ら
弘
長
二
年
(一
二
六
二
)ま
で
、
延
暦
寺
と
園
城
寺
は
激
し
い
角
逐
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
こ
の
戒
壇
独
立
を
主
導
し
た
の
が
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
隆
弁
で
あ
る
。
北
条
時
頼
か
ら
絶
大
な
信
頼
を
得
た
隆
弁
は
、
東
国
仏
教
界
の
長
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
意
向
は
幕
府
の
宗
教
政
策
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
、
鎌
倉
幕
府
は
き
び
し
い
延
暦
寺
敵
視
政
策
を
展
開
し
た(
35)。⽛
文
永
元
年
関
東
下
知
状
⽜
の
⽛
当
寺
者
伝
𥿜園
城
寺
之
法
𥾀⽜
の
発
言
は
、
幕
府
ー
隆
弁
に
お
も
ね
る
こ
と
で
、
山
門
派
の
惣
別
当
(最
信
)の
不
当
さ
を
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
可
能
性
が
高
い
が(
36)、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
話
を
⽛
座
主
下
知
状
⽜
に
戻
せ
ば
、
鎌
倉
幕
府
が
峻
厳
な
延
暦
寺
敵
視
政
策
を
と
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
以
上
、
少
な
く
と
も
真
言
方
院
主
は
、
訴
訟
を
幕
府
法
廷
に
持
ち
込
ん
だ
方
が
裁
判
を
有
利
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
だ
。
そ
れ
を
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選
ば
ず
、
天
台
座
主
の
も
と
で
の
裁
判
に
応
じ
た
理
由
が
説
明
で
き
な
い
。
④
⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
の
奉
者
は
栄
眼
法
眼
と
明
真
法
眼
で
あ
る
が
、
中
世
史
料
で
こ
の
二
人
の
実
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。⽝
門
葉
記
⽞
を
は
じ
め
と
す
る
諸
史
料
で
は
、
尊
助
と
そ
の
側
近
の
記
事
が
多
く
み
え
る
が
、
そ
こ
に
こ
の
二
人
は
登
場
し
な
い
。
た
だ
し
、
青
ẃ
院
の
慈
賢
・
良
快
・
慈
源
の
伴
僧
を
つ
と
め
た
明
真
と
い
う
僧
侶
が
実
在
し
て
お
り
、
こ
の
人
物
が
青
ẃ
院
尊
助
の
奉
者
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
彼
は
功
徳
院
僧
正
快
雅
の
灌
頂
の
弟
子
で
、
生
没
年
は
不
詳
、
公
名
は
大
納
言
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
明
真
は
貞
永
元
年
(一
二
三
二
)段
階
で
す
で
に
律
師
で
あ
り
、
寛
元
元
年
(一
二
四
三
)に
は
⽛
明
真
僧
都
⽜
と
出
て
く
る
の
で(
37)、
本
史
料
に
登
場
す
る
⽛
法
眼
明
真
⽜
で
は
あ
り
得
な
い
。
僧
官
位
に
齟
齬
が
あ
る
う
え
、
学
僧
と
坊
官
の
違
い
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
史
料
の
奉
者
二
人
の
実
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
⑤
⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
は
⽛
依
𥿜座
主
仰
𥾀、
下
知
如
𦗺件
⽜
と
の
書
止
で
あ
る
が
、
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
天
台
座
主
の
命
令
が
、
こ
う
し
た
下
知
状
形
式
で
出
さ
れ
た
事
例
は
ほ
か
に
存
在
し
な
い
。
弘
長
二
年
の
天
台
座
主
は
尊
助
法
親
王
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
彼
の
発
給
文
書
は
す
べ
て
令
旨
形
式
で
あ
る
。
書
止
は
⽛
座
主
宮
令
旨
所
𦗺候
也
、
仍
執
達
如
𦗺件
⽜⽛
依
𥿜(平
出
)
／
座
主
宮
令
旨
𥾀、
執
達
如
𦗺件
⽜⽛
座
主
宮
御
気
色
所
𦗺候
也
、
仍
執
達
如
𦗺件
⽜
と
な
る
か
、⽛
之
由
、
所
𦗺被
𥿜仰
下
𥾀也
、
仍
執
達
如
𦗺件
⽜⽛
之
由
、
重
所
𦗺被
𥿜仰
下
𥾀也
、
仍
執
達
如
𦗺件
⽜
で
あ
る(
38)。⽛
座
主
⽜
は
⽛
座
主
宮
⽜
と
す
べ
き
だ
し
、⽛
仰
⽜
も
⽛
御
気
色
⽜⽛
令
旨
⽜
の
方
が
望
ま
し
い
が
、
何
よ
り
も
⽛
下
知
如
𦗺件
⽜
に
違
和
感
が
残
る
。⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
は
文
書
様
式
か
ら
し
て
も
不
審
で
あ
る
。
第
三
に
、⽛
座
主
下
知
状
⽜
第
八
条
は
次
の
よ
う
に
記
す
。
惣
別
当
僧
正
事
、
当
𥿜住
職
之
一
臘
𥾀、
為
𥿜器
量
之
仁
𥾀由
、
衆
徒
雖
𦗺令
𥿜評
奏
𥾀、
不
𦗺可
𦗺被
𦗺任
𥿜六
十
歳
以
下
𥾀、
大
僧
都
五
平泉惣別当に関する基礎的考察
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十
歳
以
下
亦
同
有
𦗺限
、
惣
別
当
は
住
職
一
﨟
で
器
量
の
仁
で
あ
る
と
し
て
、
衆
徒
が
僧
正
へ
の
補
任
を
⽛
評
奏
⽜
す
る
と
い
う
。
こ
れ
は
鎌
倉
時
代
の
在
り
方
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
以
下
の
四
項
で
あ
る
。
ま
ず
、
①
鎌
倉
時
代
の
僧
正
の
地
位
は
非
常
に
高
い
。⽝
釈
家
官
班
記
⽞
に
よ
れ
ば
、
僧
綱
の
俗
官
相
当
に
つ
い
て
朝
廷
は
弘
安
八
年
(一
二
八
五
)に
僧
正
を
参
議
に
准
ず
る
と
規
定
し
た
し
、
建
武
二
年
(一
三
三
五
)に
は
大
僧
正
を
二
位
大
納
言
、
僧
正
を
二
位
中
納
言
、
権
僧
正
を
三
位
参
議
に
准
ず
る
と
定
め
て
い
る(
39)。
僧
正
は
公
卿
に
相
当
す
る
地
位
で
あ
っ
た
。
し
か
も
朝
廷
は
、
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
僧
正
の
定
員
制
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
平
安
末
よ
り
一
般
僧
綱
の
定
員
制
が
破
綻
す
る
が
、
僧
正
だ
け
は
鎌
倉
時
代
を
通
じ
て
定
員
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
僧
正
を
新
任
す
る
と
き
は
現
任
僧
正
を
辞
任
さ
せ
る
措
置
を
朝
廷
が
と
っ
て
い
る(
40)。
こ
の
よ
う
に
鎌
倉
時
代
の
僧
正
は
公
卿
に
匹
敵
す
る
地
位
で
あ
り
、
朝
廷
は
僧
正
の
定
員
を
で
き
る
だ
け
遵
守
す
る
こ
と
で
そ
の
権
威
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
鎌
倉
時
代
に
地
方
寺
院
の
住
僧
が
僧
正
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
し
、
衆
徒
が
僧
正
補
任
を
朝
廷
に
推
薦
す
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。
②
僧
正
と
な
る
に
は
公
請
の
実
績
が
必
要
だ
。
公
請
と
は
院
・
天
皇
や
朝
廷
の
要
請
に
も
と
づ
く
祈
り
を
い
う
。
そ
の
依
頼
な
し
に
勝
手
に
国
家
祈
禱
を
行
っ
て
も
公
請
で
は
な
い
し
、
鎌
倉
幕
府
の
た
め
の
祈
禱
や
将
軍
祈
禱
も
公
請
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
鎌
倉
時
代
に
京
都
以
外
の
僧
侶
の
官
位
昇
進
が
困
難
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
公
請
に
原
因
が
あ
る
。
散
位
僧
綱
の
法
橋
・
法
眼
は
売
官
に
よ
っ
て
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
し
、
法
橋
・
権
律
師
・
権
少
僧
都
に
つ
い
て
は
永
宣
旨
僧
綱
が
認
め
ら
れ
る
寺
院
も
次
第
に
増
え
た
が(
41)、
そ
れ
以
上
の
僧
官
位
に
つ
い
て
は
公
請
の
実
績
が
必
要
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
の
場
合
、
建
長
四
年
(一
二
五
二
)宗
尊
親
王
を
将
軍
に
迎
え
た
た
め
、
将
軍
祈
禱
は
よ
う
や
く
公
請
の
認
定
を
う
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
126
で
も
、
そ
れ
を
公
請
と
認
め
な
い
考
え
も
強
か
っ
た
。
た
と
え
ば
⽝
伏
見
天
皇
日
記
⽞
正
応
五
年
(一
二
九
二
)二
月
二
十
六
日
条
に
よ
れ
ば
、⽛
親
玄
者
頼
助
之
門
弟
、
大
僧
正
辞
退
替
、
挙
𥿜申
之
𥾀、
曾
無
𥿜公
請
之
労
𥾀、
其
身
居
𥿜住
関
東
𥾀、
超
𥿜数
輩
之
上
﨟
𥾀、
昇
𥿜極
官
𥾀之
条
、
雖
𦗺不
𦗺可
𦗺然
、
近
日
之
風
儀
無
力
事
也
⽜
と
述
べ
て
い
る
。
鎌
倉
真
言
派
の
中
心
人
物
で
あ
る
頼
助
が
、
大
僧
正
を
辞
任
す
る
代
わ
り
に
親
玄
(大
納
言
久
我
通
忠
息
)を
権
僧
正
に
任
ず
る
よ
う
求
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
治
天
の
君
で
あ
る
伏
見
天
皇
は
、⽛
鎌
倉
に
居
住
し
公
請
実
績
の
な
い
親
玄
を
、
幕
府
の
圧
力
で
権
僧
正
に
補
任
す
る
の
は
残
念
だ
⽜
と
述
懐
し
て
い
る
。
親
玄
は
将
軍
久
明
親
王
や
、
得
宗
貞
時
の
た
め
に
祈
禱
を
続
け
て
き
た
が
、
伏
見
天
皇
は
そ
れ
を
公
請
と
は
認
め
な
か
っ
た
の
だ
。
ま
た
、
醍
醐
寺
関
係
の
史
料
で
あ
る
⽛
正
嫡
相
承
秘
書
⽜
に
よ
れ
ば
、
親
玄
は
幕
府
の
推
挙
を
得
て
永
仁
五
年
(一
二
九
七
)に
醍
醐
寺
座
主
職
を
競
望
し
た
が
、
こ
こ
で
も
⽛
依
𦗺無
𥿜
公
請
之
労
効
𥾀⽜
っ
て
伏
見
天
皇
に
よ
っ
て
補
任
を
拒
否
さ
れ
て
い
る(
42)。
こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
で
の
親
王
将
軍
へ
の
祈
禱
で
す
ら
⽛
公
請
⽜
と
認
定
さ
れ
ず
、
朝
廷
は
僧
正
や
座
主
の
就
任
に
難
色
を
示
し
た
。
こ
う
い
う
時
代
状
況
の
な
か
で
、
奥
州
平
泉
の
住
僧
が
僧
正
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
あ
り
得
な
い
。
③
鎌
倉
時
代
の
平
泉
惣
別
当
は
、
賢
祐
ᴷ
印
鑁
ᴷ
良
信
・
良
禅
ᴷ
最
信
ᴷ
盛
朝
ᴷ
実
助
ᴷ
春
助
ᴷ
定
助
ᴷ
朝
演
の
一
〇
名
が
確
認
で
き
る
が(
43)、
こ
の
う
ち
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
良
信
・
良
禅
だ
け
だ
。
そ
の
ほ
か
は
、
法
印
が
最
信
・
盛
朝
・
実
助
の
三
名
で
、
僧
都
が
春
助
で
あ
る
が
、
残
り
の
四
名
は
凡
僧
に
過
ぎ
な
い
。
少
な
く
と
も
⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
が
出
さ
れ
て
以
降
、
僧
正
に
任
じ
ら
れ
た
者
は
鎌
倉
時
代
の
平
泉
関
係
者
に
は
存
在
し
な
い
。
④
御
成
敗
式
目
第
四
〇
条
は
自
由
昇
進
の
禁
止
を
定
め
、
幕
府
管
轄
下
の
僧
侶
が
⽛
免
許
⽜
な
く
官
位
昇
進
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る(
44)。
御
家
人
と
同
様
に
、
鎌
倉
幕
府
が
管
轄
す
る
寺
社
の
僧
侶
に
つ
い
て
は
、
僧
官
位
昇
進
に
幕
府
の
了
解
が
必
要
で
あ
っ
平泉惣別当に関する基礎的考察
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た
。
と
こ
ろ
が
⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
は
、
衆
徒
が
惣
別
当
の
僧
正
補
任
を
直
接
朝
廷
に
⽛
評
奏
⽜
す
る
よ
う
公
的
に
定
め
て
お
り
、
幕
府
の
⽛
免
許
⽜
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
こ
れ
を
鎌
倉
時
代
の
史
料
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
第
四
に
、⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
第
一
一
条
は
、⽛
中
尊
寺
者
、
永
久
五
年
奥
羽
之
被
𦗺補
𥿜惣
別
当
𥾀、
(中
略
)
天
治
三
年
四
月
日
、
惣
別
当
已
講
僧
正
慶
源
賜
𥿜遮
那
授
法
之
印
𥾀、
連
(々
)
久
相
承
、
而
両
州
惣
法
務
之
道
場
所
見
也
⽜
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
は
問
題
が
三
つ
あ
る
。
①
建
武
元
年
(一
三
三
四
)八
月
中
尊
寺
衆
徒
申
状
(⽝
平
泉
⽞
六
一
号
)に
よ
れ
ば
、⽛
関
東
御
代
、
始
被
𦗺補
𥿜惣
別
当
𥾀⽜
と
あ
り
、
平
泉
惣
別
当
は
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
初
め
て
登
場
し
た
も
の
で
あ
る
。
永
久
五
年
(一
一
一
七
)に
惣
別
当
が
中
尊
寺
に
置
か
れ
た
事
実
は
存
在
し
な
い
。
②
前
掲
引
用
に
⽛
惣
別
当
已
講
僧
正
慶
源
⽜
が
登
場
す
る
。
こ
の
慶
源
(一
〇
四
五
～
񩀢
)は
権
中
納
言
藤
原
資
仲
の
子
で
あ
る
。
延
暦
寺
の
僧
侶
で
、
房
号
は
双
厳
房
。
最
勝
講
や
法
勝
寺
八
講
の
聴
衆
に
出
仕
し
た
あ
と
、
寛
治
五
年
(一
〇
九
一
)天
台
二
会
講
師
を
勤
仕
し
た
。
ま
た
、
延
暦
寺
の
理
智
房
広
算
法
印
権
大
僧
都
(一
〇
一
三
～
八
〇
)よ
り
伝
法
灌
頂
を
う
け
、
広
算
や
仁
覚
座
主
が
安
鎮
法
を
修
し
た
と
き
に
慶
源
は
伴
僧
を
つ
と
め
て
い
る(
45)。
た
だ
し
⽝
僧
綱
補
任
⽞
に
よ
れ
ば
慶
源
は
已
講
ど
ま
り
で
あ
っ
て
、
僧
正
は
お
ろ
か
、
僧
都
・
律
師
に
す
ら
任
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
慶
源
は
惣
別
当
で
も
な
け
れ
ば
、
僧
正
で
も
な
い
た
め
、
⽛
惣
別
当
已
講
僧
正
慶
源
⽜
の
表
記
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
も
、
③
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
已
講
は
、
律
師
に
登
用
さ
れ
る
前
段
階
の
有う
職し
き凡
僧
の
階
位
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
已
講
と
僧
正
の
号
が
並
び
立
つ
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
南
北
三
会
制
度
が
崩
壊
し
た
近
世
に
な
る
と
、⽛
正
観
院
已
講
僧
正
真
純
⽜⽛
習
禅
院
已
講
法
印
大
僧
都
詔
胤
⽜⽛
法
印
已
講
快
舜
⽜
の
よ
う
に
⽛
已
講
僧
正
⽜⽛
已
講
法
印
⽜
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
が(
46)、
中
世
仏
教
に
お
い
て
は
已
講
と
僧
綱
の
併
称
は
あ
り
得
な
い
。⽛
已
講
僧
正
慶
源
⽜
と
は
、
中
世
の
已
講
概
念
が
忘
れ
ら
れ
た
時
期
の
も
128
の
で
あ
る
は
ず
だ
。
第
五
に
、⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
第
九
条
は
、⽛
至
𥿜大
法
𥾀者
(衍
カ
)
者
、
台
言
共
有
𥿜法
式
𥾀、
未
灌
頂
僧
堅
不
𦗺可
𦗺許
𥿜入
堂
𥾀、
亦
秘
中
之
行
法
、
互
令
𥿜破
論
𥾀、
或
陰
笑
、
堅
可
𦗺令
𥿜停
止
𥾀焉
⽜
と
述
べ
、
大
法
を
勤
修
す
る
際
は
⽛
未
灌
頂
僧
⽜
の
入
堂
を
厳
禁
す
る
と
と
も
に
、
天
台
・
真
言
で
互
い
の
大
法
の
勤
修
方
法
を
批
判
・
揶
揄
す
る
の
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
、
鎌
倉
時
代
に
は
あ
り
得
な
い
規
定
で
あ
る
。
一
般
に
密
教
修
法
で
は
、
壇
の
威
儀
や
伴
僧
の
数
な
ど
に
よ
っ
て
、
大
法
・
准
大
法
・
小
法
・
護
摩
・
供
の
五
ラ
ン
ク
に
分
か
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
大
法
は
勅
許
な
し
に
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
室
町
幕
府
で
す
ら
大
法
を
容
易
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た(
47)。
ち
な
み
に
、⽝
公
衡
公
記
⽞
弘
安
十
一
年
(一
二
八
八
)三
月
二
十
八
日
条
に
よ
れ
ば
、
西
園
寺
公
衡
は
お
の
れ
の
重
厄
を
払
う
た
め
、
一
族
の
道
耀
僧
正
に
普
賢
延
命
法
の
勤
修
を
依
頼
し
、
道
耀
も
そ
れ
を
了
承
し
た
。
と
こ
ろ
が
仁
和
寺
御
室
性
仁
は
⽛
臣
下
の
た
め
の
大
法
勤
仕
は
例
が
な
い
⽜
と
し
て
そ
れ
を
抑
留
し
、
父
親
で
あ
る
治
天
の
君
(後
深
草
院
)が
そ
れ
を
認
め
る
よ
う
指
示
し
た
の
も
拒
否
し
、
結
局
⽛
両
三
度
⽜
に
わ
た
る
説
得
で
よ
う
や
く
大
法
勤
仕
を
認
め
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
大
法
の
勤
修
は
こ
れ
ほ
ど
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
大
法
を
修
す
る
に
は
、
京
都
で
知
法
の
僧
か
ら
修
法
を
伝
授
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
鎌
倉
で
大
法
を
実
施
で
き
た
の
は
、
弘
安
九
年
(一
二
八
六
)源
恵
に
よ
る
熾
盛
光
法
(山
門
四
箇
大
法
)が
最
初
で
あ
り
、
東
密
の
大
法
は
正
応
三
年
(一
二
九
〇
)に
頼
助
が
大
北
斗
法
を
修
し
た
の
が
初
め
て
で
あ
る
が
、
源
恵
(九
条
頼
経
息
)の
場
合
は
、
従
兄
の
道
玄
(二
条
良
実
息
)が
台
密
修
法
を
教
授
し
た
し
、
頼
助
の
場
合
は
北
条
時
宗
の
直
接
の
依
頼
に
よ
っ
て
仁
和
寺
法
助
が
仁
和
寺
御
流
を
伝
授
し
た(
48)。
こ
う
し
た
特
別
な
機
縁
が
な
け
れ
ば
鎌
倉
の
僧
徒
で
す
ら
、
大
法
の
勤
修
次
第
を
伝
授
さ
れ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
ま
し
て
、
鎌
倉
で
大
法
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を
実
修
で
き
て
い
な
い
弘
長
二
年
(一
二
六
二
)段
階
に
、
中
尊
寺
や
毛
越
寺
で
大
法
を
勤
修
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
第
六
に
、⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
は
一
貫
し
て
⽛
別
当
⽜
の
寺
内
居
住
を
前
提
と
し
た
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
①
第
八
条
は
⽛
住
職
之
一
臘
⽜⽛
器
量
之
仁
⽜
た
る
別
当
を
、
僧
正
に
任
じ
る
よ
う
衆
徒
が
朝
廷
に
奏
聞
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
別
当
は
寺
僧
か
ら
選
任
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
、
中
尊
寺
・
毛
越
寺
の
寺
僧
が
惣
別
当
に
任
じ
ら
れ
た
例
は
存
在
し
な
い
。
鎌
倉
に
常
住
し
現
地
に
赴
か
な
い
ま
ま
莫
大
な
得
分
を
貪
る
の
が
平
泉
惣
別
当
で
あ
り
、
惣
別
当
は
幕
府
に
よ
る
奥
州
支
配
の
苛
酷
さ
の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
両
寺
衆
徒
は
、
堂
塔
修
理
の
怠
慢
を
ね
ば
り
づ
よ
く
幕
府
に
訴
え
る
こ
と
で
、
惣
別
当
を
、
少
し
で
も
あ
る
べ
き
姿
に
近
づ
け
よ
う
と
苦
し
い
戦
い
を
強
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
寺
僧
一
﨟
が
別
当
で
あ
る
と
す
る
⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
は
、
鎌
倉
時
代
の
中
尊
寺
・
毛
越
寺
の
実
態
か
ら
懸
け
離
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
も
、
第
二
条
・
第
五
条
・
第
一
〇
条
・
第
一
二
条
も
、
別
当
の
寺
内
居
住
を
前
提
と
し
た
規
定
に
な
っ
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
惣
別
当
は
奥
州
不
在
で
あ
る
た
め
、
寺
内
行
事
の
細
か
な
差
配
を
惣
別
当
が
行
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
が
、
②
第
二
条
は
導
師
を
⽛
別
当
⽜
が
差
配
す
る
と
定
め
、⽛
別
当
⽜
に
⽛
故
障
⽜
が
あ
っ
た
と
き
に
は
⽛
院
主
⽜
が
差
配
し
、
別
当
・
院
主
が
出
勤
で
き
な
い
時
は
⽛
一
老
坊
⽜
が
決
定
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
③
第
一
〇
条
は
中
尊
寺
・
毛
越
寺
合
同
の
顕
教
法
会
の
際
、
論
題
を
⽛
別
当
可
𦗺出
𦗺之
⽜
と
規
定
し
て
い
る
し
、
④
第
一
二
条
で
は
、
伊
沢
八
幡
宮
の
放
生
会
に
は
⽛
別
当
・
衆
徒
⽜
が
先
例
ど
お
り
参
加
す
る
よ
う
、
定
め
て
い
る
。
⑤
第
五
条
の
月
次
問
答
講
の
規
定
で
は
、
台
講
の
時
は
院
主
が
調
義
し
、
言
講
の
時
は
別
当
が
調
義
し
、
中
尊
寺
・
毛
越
寺
問
講
の
時
は
⽛
講
師
者
両
寺
別
当
可
𥿜調
義
𥾀⽜
と
定
め
て
い
る(
49)。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
別
当
の
寺
内
居
住
を
前
提
と
し
た
規
定
で
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
中
尊
寺
・
毛
越
寺
の
実
態
と
甚
だ
し
く
乖
離
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
⑥
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第
五
条
に
登
場
す
る
⽛
調
義
⽜
の
語
は
、
戦
国
期
以
降
に
登
場
す
る
語
で
あ
っ
て
、
管
見
の
限
り
で
は
鎌
倉
時
代
の
文
献
で
そ
の
用
例
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
第
七
に
、⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
第
一
五
条
に
よ
れ
ば
、
近
年
⽛
両
寺
空
坊
⽜
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、⽛
住
持
職
⽜
を
選
任
す
る
よ
う
定
め
、
空
坊
の
兼
帯
に
つ
い
て
は
七
ケ
年
、
一
人
⽛
三
箇
坊
⽜
に
限
っ
て
そ
れ
を
認
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
⽛
文
永
元
年
関
東
下
知
状
⽜
に
よ
れ
ば
、
破
壊
・
Ṉ
倒
の
た
め
両
寺
の
堂
舎
は
四
十
余
宇
に
減
っ
た
と
歎
い
て
い
る
。
文
治
五
年
(一
一
八
九
)に
源
頼
朝
に
提
出
さ
れ
た
寺
塔
注
文
に
よ
れ
ば
、
中
尊
寺
が
堂
宇
四
十
余
宇
、
禅
坊
三
百
余
宇
、
毛
越
寺
が
堂
塔
四
十
余
宇
、
禅
房
五
百
余
宇
で
あ
っ
た
の
で(
50)、
鎌
倉
幕
府
の
支
配
下
に
入
っ
て
七
五
年
で
平
泉
の
堂
塔
は
ほ
ぼ
半
減
し
た
。
堂
舎
が
半
減
す
れ
ば
仏
事
も
大
幅
に
減
り
、
仏
事
が
減
れ
ば
寺
僧
が
余
剰
と
な
る
は
ず
だ
。
と
こ
ろ
が
⽛
座
主
下
知
状
⽜
は
空
坊
の
多
さ
と
寺
僧
の
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
贅
沢
な
悩
み
を
か
か
え
る
⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
と
、
堂
舎
の
半
減
に
苦
し
ん
で
い
る
⽛
文
永
元
年
関
東
下
知
状
⽜
と
は
、
内
容
の
齟
齬
が
あ
ま
り
に
大
き
い
。
こ
の
二
つ
の
史
料
は
年
紀
の
違
い
が
二
年
半
し
か
な
く
、
こ
れ
ら
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
以
上
の
七
点
二
〇
項
目
の
疑
問
か
ら
し
て
、⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
は
鎌
倉
時
代
の
史
料
と
は
認
め
が
た
い
。
佐
々
木
邦
麿
氏
は
、
寛
文
五
年
(一
六
六
五
)に
中
尊
寺
が
寛
永
寺
の
直
末
寺
と
な
っ
た
前
後
に
、
真
言
院
主
方
と
天
台
衆
徒
と
の
間
で
内
紛
が
続
い
て
お
り
、
そ
の
時
に
本
史
料
が
書
写
さ
れ
て
中
尊
寺
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
と
推
測
し
て
い
る
。
実
際
は
そ
の
時
に
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
時
に
本
史
料
が
作
文
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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お
わ
り
に
以
上
、
鎌
倉
時
代
の
平
泉
惣
別
当
に
つ
い
て
基
礎
的
事
実
の
確
認
を
行
っ
て
き
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
、
ま
と
め
て
お
こ
う
。
1
鎌
倉
幕
府
は
平
泉
諸
寺
を
統
括
す
る
た
め
、
鎌
倉
在
住
の
幕
府
僧
を
平
泉
惣
別
当
に
任
じ
た
。
二
代
惣
別
当
印
鑁
は
堂
塔
修
理
を
怠
り
数
十
宇
が
破
壊
・
Ṉ
倒
し
た
た
め
、
平
泉
の
寺
僧
た
ち
は
離
寺
し
て
そ
れ
に
抗
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
印
鑁
は
建
保
五
年
(一
二
一
七
)六
月
に
改
易
さ
れ
、
幕
府
は
そ
の
後
任
と
し
て
鎌
倉
山
門
派
の
良
信
を
惣
別
当
に
補
任
し
た
。
し
か
し
良
信
の
統
治
は
な
お
不
安
定
で
あ
り
、
良
信
は
敵
対
的
な
僧
侶
を
鎌
倉
に
召
喚
し
、
幕
府
に
訴
え
て
処
罰
し
よ
う
と
し
た
。
2
建
保
七
年
正
月
に
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
公
暁
が
将
軍
実
朝
を
暗
殺
し
た
。
そ
こ
で
幕
府
は
朝
廷
と
交
渉
し
、
西
園
寺
公
経
と
慈
円
の
尽
力
で
摂
家
将
軍
の
実
現
に
こ
ぎ
つ
け
、
九
条
道
家
の
息
三
寅
を
招
へ
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
幕
府
は
良
禅
を
平
泉
惣
別
当
に
補
任
す
る
こ
と
で
、
慈
円
と
九
条
道
家
に
対
す
る
謝
意
を
示
し
た
。
3
良
禅
は
九
条
兼
実
の
孫
で
あ
り
、
太
政
大
臣
良
平
の
子
で
あ
る
。
ま
た
九
条
道
家
の
猶
子
で
あ
り
、
九
条
家
で
慈
円
の
法
流
を
継
承
す
る
僧
侶
で
も
あ
る
。
彼
は
い
ま
だ
未
受
戒
の
少
年
で
あ
っ
た
が
、
将
来
的
に
三
寅
を
護
持
す
る
役
割
を
担
う
と
い
う
こ
と
で
、
慈
円
ら
に
よ
っ
て
推
挙
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
平
泉
惣
別
当
は
良
信
・
良
禅
の
併
任
と
い
う
異
例
の
体
制
と
な
っ
た
。
平
泉
の
支
配
が
不
安
定
だ
っ
た
め
、
実
質
的
統
治
は
良
信
が
引
き
続
き
行
っ
た
が
、
良
禅
は
奉
行
と
し
て
宗
円
を
現
地
に
派
遣
し
た
。
無
理
な
求
め
に
従
っ
た
良
信
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、
幕
府
は
貞
応
三
年
(一
二
二
四
)に
良
信
を
勝
長
寿
院
別
当
に
任
じ
た
。
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そ
の
官
位
も
法
橋
か
ら
権
少
僧
都
・
法
印
と
瞬
く
間
に
昇
任
し
、
良
信
は
最
終
的
に
権
僧
正
と
な
っ
た
。
4
一
族
の
葉
室
光
親
が
承
久
の
乱
で
処
刑
さ
れ
た
の
を
機
に
、
光
契
は
知
己
の
忠
快
を
頼
っ
て
鎌
倉
に
赴
い
た
。
光
契
は
や
が
て
良
信
の
腹
心
と
な
り
、
延
応
年
間
に
現
地
で
平
泉
諸
寺
の
運
営
に
当
た
っ
た
。
5
九
条
頼
経
と
北
条
時
頼
と
の
権
力
争
い
が
緊
迫
化
し
た
寛
元
三
年
(一
二
四
五
)に
良
禅
は
鎌
倉
に
下
向
し
、
頼
経
の
護
持
祈
禱
に
従
事
し
た
。
し
か
し
翌
年
七
月
に
宮
騒
動
で
九
条
頼
経
が
鎌
倉
か
ら
追
放
さ
れ
る
と
、
良
禅
も
同
心
帰
洛
し
た
。
そ
の
た
め
、
良
禅
の
平
泉
惣
別
当
職
は
幕
府
に
没
収
さ
れ
、
良
信
だ
け
が
惣
別
当
と
し
て
残
っ
た
。
6
建
長
五
年
(一
二
五
三
)五
月
、
良
信
は
死
没
直
前
に
、
勝
長
寿
院
別
当
と
平
泉
惣
別
当
を
嫡
弟
の
最
信
に
譲
り
、
そ
れ
が
幕
府
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。
最
信
を
は
じ
め
親
源
・
良
明
・
静
宴
・
禅
信
・
俊
承
・
雅
賢
な
ど
、
良
信
の
弟
子
の
多
く
が
鎌
倉
で
活
動
し
た
。
7
鎌
倉
時
代
の
平
泉
惣
別
当
は
、
賢
祐
ᴷ
印
鑁
ᴷ
良
信
・
良
禅
ᴷ
最
信
ᴷ
盛
朝
ᴷ
実
助
ᴷ
春
助
ᴷ
定
助
ᴷ
朝
演
の
一
〇
名
で
あ
る
。
東
密
の
定
豪
と
定
親
が
平
泉
惣
別
当
に
補
任
さ
れ
た
事
実
は
存
在
し
な
い
。
8
佐
々
木
邦
麿
氏
が
紹
介
し
た
弘
長
二
年
四
月
一
日
座
主
下
知
状
(陸
奥
仙
岳
院
文
書
・
瑠
璃
光
院
文
書
)は
、
そ
の
内
容
が
鎌
倉
時
代
の
平
泉
惣
別
当
や
中
世
仏
教
の
在
り
方
か
ら
甚
だ
し
く
乖
離
し
て
い
る
。
こ
れ
を
鎌
倉
時
代
の
史
料
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
に
と
っ
て
本
稿
は
、
鎌
倉
真
言
派
研
究
の
一
環
で
あ
る
。
定
豪
・
定
親
の
事
蹟
を
確
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
た
め
、
改
め
て
平
泉
惣
別
当
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
み
た
。
本
稿
は
奥
州
平
泉
や
平
泉
惣
別
当
の
研
究
と
し
て
は
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
が
、
東
国
鎌
倉
の
顕
密
仏
教
と
鎌
倉
幕
府
と
い
う
私
の
問
題
関
心
か
ら
必
要
最
小
限
の
検
討
を
行
っ
た
。
こ
れ
が
平
泉
研
究
の
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一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
鎌
倉
山
門
派
・
寺
門
派
・
真
言
派
の
全
容
解
明
に
向
け
て
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
歩
ん
で
ゆ
き
た
い
。
注(
1)
遠
藤
厳
⽛
平
泉
惣
別
当
譜
考
⽜
(⽝
国
史
談
話
会
雑
誌
⽞
一
七
号
、
一
九
七
四
年
)。
以
下
、
遠
藤
氏
に
つ
い
て
の
言
及
は
す
べ
て
こ
の
論
考
に
依
っ
て
い
る
。
(
2)
大
石
直
正
⽛
鎌
倉
時
代
の
平
泉
⽜
(⽝
平
泉
町
史
総
説
・
論
説
編
⽞
平
泉
町
、
一
九
八
八
年
、
一
四
五
頁
)、⽝
日
本
歴
史
地
名
大
系
岩
手
県
の
地
名
⽞
(平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
)
(
3)
拙
稿
⽛
鎌
倉
山
門
派
の
成
立
と
展
開
⽜
(⽝
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
⽞
四
〇
、
二
〇
〇
〇
年
)、
同
⽛
将
軍
九
条
頼
経
時
代
の
鎌
倉
の
山
門
僧
⽜
(薗
田
香
融
編
⽝
日
本
仏
教
の
史
的
展
開
⽞
塙
書
房
、
一
九
九
九
年
)
(
4)
佐
藤
健
治
⽛
平
泉
惣
別
当
体
制
と
中
尊
寺
衆
徒
・
毛
越
寺
衆
徒
⽜
(入
間
田
宣
夫
編
⽝
東
北
中
世
史
の
研
究
⽞
上
、
高
志
書
院
、
二
〇
〇
五
年
)。
以
下
、
佐
藤
氏
に
関
す
る
言
及
は
す
べ
て
こ
の
論
考
に
依
っ
て
い
る
。
鈴
木
亜
紀
子
⽛
正
和
二
年
中
尊
寺
衆
徒
申
状
に
つ
い
て
⽜
(⽝
中
尊
寺
仏
教
文
化
研
究
所
論
集
⽞
創
刊
号
、
一
九
九
七
年
)、
菅
野
文
夫
⽛
中
尊
寺
文
書
正
和
二
年
衆
徒
申
状
の
周
辺
⽜
(藪
敏
裕
編
⽝
平
泉
文
化
の
国
際
性
と
地
域
性
⽞
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
)、
同
⽛
鎌
倉
時
代
中
尊
寺
略
史
の
試
み
⽜
(⽝
岩
手
大
学
文
化
論
叢
⽞
九
、
二
〇
一
七
年
)。
(
5)
貞
応
三
年
三
月
日
円
隆
寺
梵
鐘
銘
写
。
た
だ
し
⽝
平
泉
町
史
史
料
編
一
⽞
二
四
号
は
⽛
貞
応
三
年
〈
歳
次
日
中
〉
三
月
日
⽜
と
す
る
が
、⽝
鎌
倉
遺
文
⽞
補
遺
八
四
五
号
は
⽛
貞
応
三
年
〈
歳
次
甲
申
〉
二
月
日
⽜
と
す
る
。
な
お
、
円
隆
寺
は
毛
越
寺
金
堂
を
い
う
(⽝
吾
妻
鏡
⽞
文
治
五
年
九
月
十
七
日
条
)。
(
6)
遠
藤
巌
氏
は
、
定
豪
が
良
信
を
勝
長
寿
院
別
当
に
吹
挙
し
た
可
能
性
を
想
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
推
測
も
成
り
立
ち
が
た
い
。
こ
こ
で
勝
長
寿
院
別
当
の
変
遷
を
確
認
し
て
お
く
と
、
承
久
二
年
(一
二
二
〇
)正
月
に
、
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
慶
幸
(寺
門
派
)が
死
没
し
た
た
め
、
定
豪
は
勝
長
寿
院
別
当
か
ら
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
に
移
り
、
勝
長
寿
院
別
当
に
寺
門
派
の
内
大
臣
僧
都
親
慶
が
補
任
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
貞
134
応
三
年
(一
二
二
四
)七
月
に
親
慶
が
没
し
た
の
を
承
け
て
勝
長
寿
院
別
当
に
任
じ
ら
れ
た
の
が
良
信
で
あ
る
。
良
信
が
定
豪
の
後
任
で
あ
る
な
ら
吹
挙
の
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
が
、
後
任
の
後
任
と
し
て
、
東
密
僧
が
自
分
の
弟
子
を
差
し
置
い
て
山
門
僧
を
吹
挙
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
(
7)
良
全
に
つ
い
て
は
、⽝
尊
卑
分
脈
⽞
第
一
篇
七
二
頁
、⽝
血
脈
類
集
記
⽞
(⽝
真
言
宗
全
書
⽞
三
九
巻
一
九
九
頁
)、⽝
東
寺
長
者
補
任
⽞
(⽝
続
々
群
書
類
従
⽞
第
二
、
五
八
七
頁
・
五
八
八
頁
)、⽝
吾
妻
鏡
⽞
嘉
禎
元
年
六
月
二
十
九
日
条
、
寛
元
二
年
六
月
二
日
条
な
ど
を
参
照
。
(
8)
⽝
明
月
記
⽞
建
暦
三
年
十
月
二
十
日
条
、
元
亨
四
年
四
月
日
大
乗
院
門
跡
慈
信
置
文
(⽝
鎌
倉
遺
文
⽞
二
八
七
三
七
号
)、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
⽛
青
ẃ
院
系
図
⽜
(五
一
二
函
二
八
号
)。
な
お
、
顕
密
仏
教
界
に
お
け
る
⽛
禅
師
⽜
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
拙
著
⽝
鎌
倉
仏
教
と
専
修
念
仏
⽞
(法
藏
館
、
二
〇
一
七
年
)五
〇
二
頁
を
参
照
。
(
9)
遠
藤
厳
⽛
平
泉
惣
別
当
譜
考
⽜
(⽝
国
史
談
話
会
雑
誌
⽞
一
七
号
)、
菅
野
文
夫
⽛
鎌
倉
時
代
中
尊
寺
略
史
の
試
み
⽜
(⽝
岩
手
大
学
文
化
論
叢
⽞
九
)
(
10)
良
禅
は
嘉
禄
三
年
五
月
の
最
勝
講
聴
衆
の
あ
と
、
安
貞
二
年
十
月
の
慈
源
の
入
室
儀
礼
で
⽛
左
大
臣
已
講
良
禅
⽜
と
し
て
登
場
し
、
寛
喜
二
年
八
月
の
慈
源
出
家
の
記
事
に
⽛
左
大
臣
法
眼
良
禅
⽜、
貞
永
元
年
五
月
の
最
勝
講
で
⽛
法
印
良
禅
⽜、
暦
仁
元
年
の
九
条
良
平
施
入
状
に
⽛
権
僧
正
良
禅
⽜
と
し
て
登
場
す
る
(平
岡
定
海
⽝
東
大
寺
宗
性
上
人
之
研
究
並
史
料
⽞
上
〈
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
五
八
年
、
七
七
頁
・
八
四
頁
〉、⽝
門
葉
記
⽞
巻
一
〇
〇
〈⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
一
二
巻
七
一
頁
・
七
三
頁
〉、⽝
鎌
倉
遺
文
⽞
五
三
五
三
号
)。
ち
な
み
に
、⽝
民
経
記
⽞
安
貞
二
年
十
月
二
十
六
日
条
に
⽛
良
禅
⽜
が
権
律
師
に
補
さ
れ
た
記
事
が
み
え
る
が
、
こ
の
良
禅
は
東
密
の
僧
侶
で
あ
る
(⽛
後
七
日
法
私
記
⽜〈⽝
大
日
本
史
料
⽞
第
四
編
一
四
、
九
五
一
頁
〉)。
(
11)
⽝
東
寺
長
者
補
任
⽞
(⽝
続
々
群
書
類
従
⽞
第
二
、
五
八
八
頁
)。
ま
た
拙
稿
⽛
定
豪
と
鎌
倉
幕
府
⽜
(大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
編
⽝
古
代
中
世
の
社
会
と
国
家
⽞
清
文
堂
、
一
九
九
八
年
)を
参
照
。
(
12)
⽝
阿
娑
縛
抄
⽞
(⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
九
巻
三
四
八
頁
)
(
13)
⽝
尊
卑
分
脈
⽞
第
二
篇
九
八
頁
、⽝
天
台
座
主
記
⽞
建
暦
元
年
四
月
四
日
条
、⽝
阿
娑
縛
抄
⽞
(⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
九
巻
一
二
二
頁
・
八
四
七
頁
・
八
四
九
頁
・
九
三
四
頁
・
九
三
六
頁
)
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(
14)
⽝
阿
娑
縛
抄
⽞
(⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
九
巻
九
三
六
頁
)
(
15)
⽝
尊
卑
分
脈
⽞
第
二
篇
九
八
頁
に
よ
れ
ば
、
光
契
に
は
真
昭
権
律
師
と
良
顕
権
律
師
と
い
う
二
人
の
子
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
山
門
僧
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
方
、⽝
吾
妻
鏡
⽞
正
嘉
二
年
六
月
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
勝
長
寿
院
再
建
供
養
の
職
衆
に
⽛
権
律
師
良
顕
⽜
の
名
が
み
え
る
。
光
契
が
良
信
の
腹
心
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
良
信
が
勝
長
寿
院
別
当
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
良
顕
が
光
契
の
子
で
あ
り
、
良
信
の
弟
子
と
な
っ
て
勝
長
寿
院
の
供
僧
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
(
16)
文
永
九
年
段
階
の
惣
別
当
を
最
信
と
す
る
点
で
、
遠
藤
厳
氏
と
私
の
意
見
が
一
致
し
て
い
る
た
め
、
本
文
で
は
そ
の
論
拠
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
改
め
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
文
永
元
年
(一
二
六
四
)十
月
二
十
五
日
関
東
下
知
状
は
、⽛
当
別
当
不
法
之
条
、
建
長
六
年
衆
徒
進
𥿜申
状
𥾀畢
⽜
と
記
し
て
お
り
(⽝
平
泉
⽞
二
八
号
)、
堂
塔
修
理
に
つ
い
て
今
の
別
当
が
⽛
不
法
⽜
で
あ
る
と
、
衆
徒
が
建
長
六
年
(一
二
五
四
)に
訴
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
建
長
六
年
か
ら
文
永
元
年
十
月
ま
で
の
平
泉
惣
別
当
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
建
治
三
年
(一
二
七
七
)六
月
に
最
信
は
堂
塔
修
理
の
怠
慢
を
理
由
に
改
易
さ
れ
た
(⽝
平
泉
⽞
六
一
号
)。
文
永
元
年
以
来
の
衆
徒
と
惣
別
当
と
の
相
論
が
こ
れ
で
決
着
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
建
長
六
年
か
ら
建
治
三
年
六
月
ま
で
の
平
泉
惣
別
当
が
最
信
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
文
永
九
年
段
階
の
平
泉
惣
別
当
を
最
信
と
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
17)
⽝
阿
娑
縛
抄
⽞
(⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
八
巻
五
頁
)。
良
信
に
つ
い
て
は
拙
稿
⽛
将
軍
九
条
頼
経
時
代
の
鎌
倉
の
山
門
僧
⽜
(⽝
日
本
仏
教
の
史
的
展
開
⽞)。
忠
快
に
つ
い
て
は
、
速
水
侑
⽛
鎌
倉
政
権
と
台
密
修
法
⽜
(安
田
元
久
先
生
退
任
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編
⽝
中
世
日
本
の
諸
相
⽞
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
)、
安
齋
貢
⽛
忠
快
小
論
⽜
(⽝
日
本
文
学
研
究
⽞
四
三
、
二
〇
〇
四
年
)、
角
田
文
衞
⽝
平
家
後
抄
⽞
下
(朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
)を
参
照
。
(
18)
⽛
師
資
相
承
血
脈
⽜
乾
六
〇
紙
(東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
本
、
請
求
記
号
四
一
一
六
ᴷ
三
〇
)
(
19)
最
信
に
つ
い
て
は
拙
稿
⽛
鎌
倉
山
門
派
の
成
立
と
展
開
⽜
(⽝
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
⽞
四
〇
)を
参
照
。
た
だ
し
旧
稿
で
は
、⽝
吾
妻
鏡
⽞
文
応
元
年
八
月
八
日
条
の
⽛
勝
長
寿
院
法
印
⽜
と
、⽝
同
⽞
弘
長
元
年
二
月
二
十
日
条
⽛
俊
承
〈
勝
長
寿
院
法
印
弟
子
〉⽜
に
み
え
る
⽛
勝
長
寿
院
法
印
⽜
を
い
ず
れ
も
尊
家
と
解
し
て
い
た
。
し
か
し
、
俊
承
が
良
信
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
(⽛
師
資
相
承
血
脈
⽜
乾
六
〇
紙
)、
こ
の
二
つ
の
記
事
の
⽛
勝
長
寿
院
法
印
⽜
は
、
最
信
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
旧
稿
で
136
の
⽛
最
信
の
宗
教
活
動
に
関
わ
る
事
績
は
全
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
⽜
と
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
。
本
文
の
よ
う
に
訂
正
し
た
い
。
ま
た
、
⽝
隣
女
和
歌
集
⽞
(⽝
群
書
類
従
⽞
第
一
四
輯
四
四
三
頁
)を
参
照
。
(
20)
⽝
尊
卑
分
脈
⽞
第
一
篇
三
二
七
頁
、⽝
吾
妻
鏡
⽞
建
長
五
年
五
月
二
十
三
日
条
、⽝
門
葉
記
⽞
巻
一
四
・
巻
八
三
(⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
一
一
巻
一
四
五
頁
、
六
五
一
頁
・
六
五
二
頁
)、
巻
一
三
七
(⽝
同
⽞
第
一
二
巻
三
三
六
頁
)。
な
お
、⽝
吾
妻
鏡
⽞
建
長
四
年
五
月
七
日
条
で
も
⽛
太
政
法
眼
親
賢
(⽝
吉
川
本
⽞
大
臣
法
眼
親
源
)⽜
が
祈
雨
祈
禱
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
人
物
が
良
信
の
弟
子
の
親
源
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
(
21)
良
明
・
禅
信
・
静
宴
は
と
も
に
生
没
年
・
出
身
が
不
明
で
あ
る
(⽝
吾
妻
鏡
⽞
正
嘉
元
年
九
月
十
六
日
条
、
正
嘉
二
年
六
月
四
日
条
)。
(
22)
俊
承
・
雅
賢
は
と
も
に
生
没
年
・
出
身
が
不
明
で
あ
る
(⽝
吾
妻
鏡
⽞
弘
長
元
年
二
月
二
十
日
条
)。
延
暦
寺
に
は
文
永
七
年
(一
二
七
〇
)六
月
会
で
探
題
を
つ
と
め
た
俊
承
僧
都
が
お
り
、
経
歴
も
近
い
が
、⽛
住
侶
学
頭
⽜
で
あ
る
た
め
、
こ
の
人
物
が
良
信
の
弟
子
か
ど
う
か
は
保
留
と
し
た
(⽝
天
台
座
主
記
⽞
正
元
二
年
正
月
十
一
日
条
、
文
永
七
年
五
月
二
十
七
日
条
、
六
月
十
八
日
条
な
ど
)。
こ
の
ほ
か
、
性
淵
は
極
楽
房
最
寛
の
弟
子
で
も
あ
り
、
最
寛
よ
り
極
楽
房
を
相
承
し
た
。
師
の
最
寛
は
青
ẃ
院
慈
円
や
梶
井
弁
雅
、
妙
法
院
実
全
の
伴
僧
を
勤
仕
し
た
人
物
で
あ
る
(⽛
師
資
相
承
血
脈
⽜
乾
五
九
紙
、⽝
門
葉
記
⽞
巻
二
九
〈⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
一
一
巻
二
八
八
頁
〉、
巻
九
七
・
巻
一
二
五
〈⽝
同
⽞
第
一
二
巻
六
〇
頁
・
二
一
一
頁
〉、⽝
阿
娑
縛
抄
⽞〈⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
九
巻
九
三
〇
頁
〉、⽝
天
台
座
主
記
⽞
承
元
三
年
三
月
十
六
日
条
、
建
暦
元
年
四
月
四
日
条
)。
そ
し
て
、
性
淵
は
寛
喜
元
年
(一
二
二
九
)に
は
梶
井
門
徒
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
し
、
の
ち
に
妙
法
院
尊
性
法
親
王
の
側
近
と
な
っ
た
。
承
元
五
年
(一
二
一
一
)九
月
、
後
鳥
羽
院
の
日
吉
行
幸
の
際
、
番
論
義
の
論
匠
と
し
て
登
場
し
た
の
が
初
見
で
あ
り
、
安
貞
二
年
(一
二
二
八
)延
暦
寺
六
月
会
の
講
師
の
請
定
を
う
け
た
。
尊
性
の
座
主
辞
任
に
よ
っ
て
そ
れ
を
辞
退
し
た
が
、
貞
永
元
年
(一
二
三
二
)に
講
師
を
つ
と
め
て
権
律
師
に
補
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
暦
仁
元
年
(一
二
三
八
)に
は
尊
性
の
勧
賞
の
譲
り
で
権
少
僧
都
に
補
さ
れ
た
(⽝
天
台
座
主
記
⽞
承
元
五
年
九
月
九
日
条
、
暦
仁
元
年
五
月
二
十
三
日
条
、⽝
明
月
記
⽞
寛
喜
元
年
八
月
八
日
条
、⽝
民
経
記
⽞
貞
永
元
年
五
月
十
一
日
条
～
十
七
日
条
・
二
十
三
日
条
・
二
十
四
日
条
、
二
十
六
日
条
～
二
十
八
日
条
、
天
福
元
年
五
月
十
九
日
条
・
二
十
日
条
)。
良
信
と
性
淵
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
良
信
の
師
の
忠
快
は
最
寛
と
親
し
か
っ
た
し
、
晩
年
に
梶
井
門
跡
承
円
に
近
侍
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
忠
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快
と
最
寛
と
の
交
流
の
な
か
で
、
良
信
と
性
淵
と
が
師
弟
関
係
を
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
(
23)
⽝
門
葉
記
⽞
巻
一
二
八
(⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
一
二
巻
二
四
六
頁
)、⽛
華
頂
要
略
⽜
巻
一
四
五
上
(京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
蔵
)。
良
禅
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
⽛
将
軍
九
条
頼
経
時
代
の
鎌
倉
の
山
門
僧
⽜
(⽝
日
本
仏
教
の
史
的
展
開
⽞)、
同
⽛
建
永
の
法
難
と
九
条
兼
実
⽜
(同
⽝
鎌
倉
仏
教
と
専
修
念
仏
⽞)を
参
照
。
(
24)
⽝
門
葉
記
⽞
巻
六
四
(⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
一
一
巻
五
五
六
頁
)、⽝
吾
妻
鏡
⽞
寛
元
三
年
十
月
九
日
・
十
二
日
・
晦
日
条
、
⽝
五
壇
法
日
記
⽞
(⽝
続
群
書
類
従
⽞
第
二
六
輯
上
、
九
〇
頁
)
(
25)
誉
田
慶
信
⽛
唱
導
相
仁
と
源
忠
已
講
⽜
(同
⽝
中
世
奥
羽
の
仏
教
⽞
高
志
書
院
、
二
〇
一
八
年
)、
菅
野
成
寛
⽛
平
安
期
の
奥
羽
と
列
島
の
文
化
⽜
(入
間
田
宣
夫
編
⽝
兵
た
ち
の
極
楽
浄
土
⽞
高
志
書
店
、
二
〇
一
〇
年
)。
同
時
代
に
延
暦
寺
の
相
仁
と
、
園
城
寺
の
相
仁
(藤
原
家
基
息
)が
い
た
が
、
天
台
二
会
已
講
の
相
仁
は
延
暦
寺
の
相
仁
で
あ
り
、
こ
の
人
物
が
中
尊
寺
の
供
養
に
出
席
し
た
。
彼
は
中
尊
寺
供
養
の
翌
年
正
月
に
御
斎
会
番
論
義
に
参
加
し
て
い
る
の
で
、
平
泉
に
は
一
時
的
な
下
向
と
い
う
こ
と
に
な
る
(⽝
中
右
記
⽞
大
治
二
年
正
月
八
日
条
・
十
四
日
条
)。
(
26)
⽝
尊
卑
分
脈
⽞
第
一
篇
二
二
四
頁
、⽝
兵
範
記
⽞
仁
平
四
年
二
月
四
日
条
、
久
寿
二
年
六
月
八
日
条
、
仁
安
元
年
九
月
六
日
条
・
七
日
条
・
十
日
条
、
仁
安
二
年
三
月
二
十
六
日
条
、
四
月
二
十
六
日
条
、
七
月
二
十
六
日
条
、
仁
安
四
年
三
月
二
十
七
日
条
、
嘉
応
元
年
八
月
十
八
日
条
、
応
保
二
年
後
七
日
御
修
法
請
僧
交
名
(大
日
本
古
文
書
⽝
東
寺
百
合
文
書
⽞
ろ
函
一
号
)、⽝
法
勝
寺
御
八
講
問
答
記
⽞
(⽝
東
大
寺
宗
性
上
人
之
研
究
並
史
料
⽞
上
、
一
四
七
頁
～
一
五
〇
頁
)、⽝
吾
妻
鏡
⽞
文
治
五
年
九
月
十
一
日
条
・
十
七
日
条
。
源
忠
は
天
台
二
会
の
請
を
う
け
た
た
め
⽛
已
講
⽜
と
称
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
天
台
二
会
講
師
を
つ
と
め
て
い
な
い
。
(
27)
良
信
の
師
で
あ
る
忠
快
は
、
青
ẃ
院
覚
快
法
親
王
の
入
室
の
弟
子
で
あ
り
、
建
永
二
年
二
月
ま
で
は
慈
円
・
真
性
の
伴
僧
を
つ
と
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
以
降
は
梶
井
門
跡
の
承
円
の
伴
僧
勤
仕
が
増
え
、
青
ẃ
院
と
の
関
係
が
消
え
て
ゆ
く
。
そ
の
た
め
、
そ
の
弟
子
の
良
信
も
梶
井
系
と
判
断
し
た
。
(
28)
⽝
吾
妻
鏡
⽞
建
保
七
年
二
月
十
三
日
条
、
閏
二
月
十
二
日
条
、
三
月
十
五
日
条
、
七
月
十
九
日
条
、
年
月
日
闕
慈
円
書
状
(西
園
寺
公
経
宛
)(⽝
鎌
倉
遺
文
⽞
二
六
九
八
号
)、⽝
愚
管
抄
⽞
(日
本
古
典
文
学
大
系
、
三
一
五
頁
・
三
三
六
頁
)。
な
お
上
横
手
雅
敬
⽝
鎌
倉
時
代
政
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治
史
研
究
⽞
(吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
七
九
頁
)、
多
賀
宗
隼
⽝
慈
円
の
研
究
⽞
(吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
、
二
四
六
頁
)、
木
澤
景
⽛
日
本
思
想
に
お
け
る
⽛
観
る
こ
と
⽜
の
問
題
の
一
側
面
⽜
(⽝
国
士
館
哲
学
⽞
一
六
、
二
〇
一
二
年
)を
参
照
。
(
29)
⽝
華
頂
要
略
⽞
巻
五
五
上
(⽝
天
台
宗
全
書
⽞
一
六
巻
一
一
六
五
頁
)。
護
持
祈
禱
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
⽛
鎌
倉
幕
府
と
延
暦
寺
⽜
(中
尾
堯
編
⽝
中
世
の
寺
院
体
制
と
社
会
⽞
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
)を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
30)
良
信
は
承
久
の
乱
ま
で
は
法
橋
で
あ
っ
た
が
、
貞
応
三
年
(一
二
二
四
)三
月
ま
で
に
権
少
僧
都
に
補
さ
れ
、
元
仁
二
年
(一
二
二
五
)三
月
に
は
法
印
に
叙
さ
れ
て
い
る
(⽝
明
月
記
⽞
元
仁
二
年
三
月
二
十
九
日
条
)。
(
31)
⽝
門
葉
記
⽞
巻
一
三
(⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
一
一
巻
一
二
七
頁
・
一
二
九
頁
)
(
32)
佐
々
木
邦
麿
⽛
中
尊
寺
に
お
け
る
顕
密
宗
旨
の
再
検
討
⽜
(⽝
大
正
大
学
紀
要
文
学
部
・
仏
教
学
部
⽞
六
〇
、
一
九
七
五
年
、
以
下
Ａ
論
文
と
略
記
)、
同
⽛
中
世
中
尊
寺
に
お
け
る
言
家
方
の
軌
跡
⽜
(⽝
天
台
学
報
⽞
一
七
、
一
九
七
五
年
、
以
下
Ｂ
論
文
と
略
記
)、
同
⽛⽝
中
尊
寺
供
養
願
文
⽞
供
養
堂
宇
に
関
す
る
疑
義
⽜
(⽝
印
度
学
仏
教
学
研
究
⽞
二
三
巻
二
号
、
一
九
七
五
年
)
(
33)
佐
藤
健
治
⽛
平
泉
惣
別
当
体
制
と
中
尊
寺
衆
徒
・
毛
越
寺
衆
徒
⽜
(⽝
東
北
中
世
史
の
研
究
⽞
上
)
(
34)
こ
の
訴
訟
は
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
、
文
永
九
年
に
も
幕
府
の
裁
許
を
獲
得
し
、
最
終
的
に
建
治
三
年
に
惣
別
当
最
信
が
改
易
さ
れ
て
、
そ
の
決
着
を
み
た
。
つ
ま
り
、
中
尊
寺
・
毛
越
寺
は
建
長
六
年
か
ら
建
治
三
年
ま
で
二
四
年
間
に
わ
た
っ
て
協
力
し
な
が
ら
、
惣
別
当
最
信
の
非
法
を
鎌
倉
幕
府
に
訴
え
つ
づ
け
た
こ
と
に
な
る
。
(
35)
拙
稿
⽛
鎌
倉
幕
府
と
延
暦
寺
⽜
(⽝
中
世
の
寺
院
体
制
と
社
会
⽞)、
同
⽛
青
ẃ
院
の
門
跡
相
論
と
鎌
倉
幕
府
⽜
(河
音
能
平
・
福
田
栄
次
郎
編
⽝
延
暦
寺
と
中
世
社
会
⽞
法
蔵
館
、
二
〇
〇
四
年
)
(
36)
高
橋
富
雄
氏
は
、⽛
当
寺
者
伝
𥿜園
城
寺
之
法
𥾀⽜
の
文
言
は
平
泉
が
⽛
寺
門
派
所
依
の
顕
密
兼
学
の
寺
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
⽜
と
評
し
て
い
る
(同
⽛
一
中
世
文
書
か
ら
見
た
平
泉
問
題
⽜〈
豊
田
武
教
授
還
暦
記
念
会
編
⽝
日
本
古
代
・
中
世
史
の
地
方
的
展
開
⽞
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
、
二
五
一
頁
〉)。
し
か
し
鎌
倉
時
代
の
地
方
寺
院
は
、
上
層
部
は
と
も
か
く
と
し
て
、
衆
徒
の
多
く
は
む
し
ろ
宗
派
不
明
の
僧
侶
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
点
で
私
は
、
先
の
発
言
を
、
実
態
を
誇
張
し
て
幕
府
に
迎
合
し
た
政
治
的
発
言
と
解
し
た
。
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(
37)
明
真
に
つ
い
て
は
、⽝
門
葉
記
⽞
巻
一
五
八
(⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
一
二
巻
四
六
八
頁
)、
巻
三
(⽝
同
⽞
第
一
一
巻
四
四
一
頁
)、⽛
師
資
相
承
血
脈
⽜
乾
四
三
紙
を
参
照
。
こ
れ
以
外
に
も
⽝
門
葉
記
⽞
に
記
事
が
多
い
。
(
38)
弘
長
二
年
十
一
月
日
天
台
座
主
宮
尊
助
法
親
王
令
旨
案
(⽝
鎌
倉
遺
文
⽞
八
八
九
九
号
)、
(文
永
四
年
)七
月
二
十
六
日
同
令
旨
案
(⽝
同
⽞
九
七
四
三
号
)、
(文
永
五
年
)六
月
二
十
一
日
同
令
旨
案
(⽝
同
⽞
一
〇
二
六
一
号
)、
(弘
長
二
年
)九
月
四
日
同
令
旨
案
(⽝
同
⽞
八
八
七
〇
号
)、
(文
永
四
年
)十
一
月
十
二
日
同
令
旨
案
(⽝
同
⽞
九
八
〇
〇
号
)
(
39)
⽝
釈
家
官
班
記
⽞
(⽝
訳
注
日
本
史
料
寺
院
法
⽞
集
英
社
、
二
〇
一
五
年
、
四
頁
)
(
40)
拙
稿
⽛
僧
正
の
員
数
⽜
(⽝
訳
注
日
本
史
料
寺
院
法
⽞
八
三
三
頁
)
(
41)
海
老
名
尚
⽛
中
世
僧
綱
制
の
基
礎
的
研
究
⽜
(⽝
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
⽞
三
九
、
一
九
九
二
年
)
(
42)
永
仁
六
年
七
月
二
十
四
日
親
玄
申
状
(⽛
正
嫡
相
承
秘
書
⽜
五
〇
紙
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
謄
写
本
、
請
求
記
号
二
〇
一
六
ᴷ
四
七
八
)。
な
お
、
弘
安
七
年
(一
二
八
四
)に
亡
く
な
っ
た
法
助
が
頼
助
に
残
し
た
置
文
に
よ
れ
ば
(⽝
鎌
倉
遺
文
⽞
一
五
一
四
五
号
)、⽛
一
以
𥿜便
宜
𥾀可
𦗺被
𦗺勤
𥿜公
請
𥾀事
／
可
𦗺望
𥿜先
途
𥾀者
、
又
可
𦗺勤
𥿜公
請
𥾀之
条
、
理
之
所
𦗺推
也
⽜
と
あ
る
よ
う
に
、
僧
正
へ
の
昇
進
を
望
む
な
ら
、
京
都
で
の
⽛
公
請
⽜
に
心
を
配
る
よ
う
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
⽛
公
請
⽜
は
鎌
倉
で
の
将
軍
祈
禱
を
含
ん
で
い
な
い
。
(
43)
遠
藤
厳
⽛
平
泉
惣
別
当
譜
考
⽜
(⽝
国
史
談
話
会
雑
誌
⽞
一
七
号
)、
菅
野
文
夫
⽛
鎌
倉
時
代
中
尊
寺
略
史
の
試
み
⽜
(⽝
岩
手
大
学
文
化
論
叢
⽞
九
)。
な
お
、
遠
藤
氏
が
一
一
代
と
し
た
⽛
憲
政
⽜
は
固
有
名
詞
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
惣
別
当
か
ら
除
外
し
た
。
ま
た
菅
野
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
正
和
三
年
に
は
実
助
に
代
わ
っ
て
、
新
た
な
惣
別
当
が
任
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
人
物
は
特
定
で
き
な
い
。
朝
宗
は
、
か
つ
て
拙
稿
に
お
い
て
、
平
泉
惣
別
当
と
し
て
取
り
上
げ
た
が
(拙
稿
⽛
鎌
倉
山
門
派
の
成
立
と
展
開
⽜〈⽝
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
⽞
四
〇
〉)、
こ
れ
は
軽
率
で
あ
っ
た
。⽛
定
助
令
𥿜他
界
𥾀之
時
、
雖
𦗺譲
𥿜与
件
職
於
同
舎
弟
助
阿
闍
梨
朝
宗
𥾀、
於
未
𥿜安
堵
𥾀、
送
𥿜年
序
𥾀之
刻
、
依
𥿜関
東
乱
𥾀(逐
)
遂
電
畢
⽜
(⽝
平
泉
⽞
六
一
号
)の
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
朝
宗
は
舎
兄
定
助
か
ら
惣
別
当
職
を
譲
ら
れ
た
が
、
幕
府
か
ら
安
堵
さ
れ
な
い
ま
ま
鎌
倉
幕
府
の
崩
壊
を
迎
え
た
、
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
朝
宗
を
惣
別
当
か
ら
除
外
し
た
。
そ
の
後
、
朝
宗
は
平
泉
と
名
越
長
福
寺
の
権
益
を
師
の
如
意
寺
僧
正
兼
助
に
譲
り
、
双
方
の
別
当
と
な
っ
た
兼
助
の
下
で
活
動
し
た
。
な
お
、
正
和
四
年
に
毛
越
寺
の
⽛
別
当
前
大
僧
正
⽜
が
毛
越
寺
学
頭
職
の
補
任
状
を
発
給
し
て
い
る
(⽝
平
泉
⽞
五
140
四
号
)。
惣
別
当
体
制
の
崩
壊
後
、
伊
沢
八
幡
宮
が
⽛
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
僧
正
房
御
領
⽜
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
(⽝
平
泉
⽞
四
四
号
)、
こ
の
毛
越
寺
別
当
は
鶴
岡
八
幡
宮
別
当
の
房
海
前
大
僧
正
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
ち
な
み
に
、
幕
府
僧
で
こ
の
時
点
で
⽛
前
大
僧
正
⽜
で
あ
っ
た
の
は
、
他
に
親
玄
・
信
忠
・
忠
源
・
道
潤
・
仁
澄
ら
が
い
る
。
(
44)
拙
稿
⽛
免
許
⽜
(⽝
訳
注
日
本
史
料
寺
院
法
⽞
八
八
八
頁
)
(
45)
⽝
尊
卑
分
脈
⽞
第
二
篇
一
二
頁
、⽝
僧
綱
補
任
⽞
寛
治
五
年
条
(⽝
大
日
本
仏
教
全
書
興
福
寺
叢
書
⽞
第
一
巻
二
一
六
頁
)、⽝
天
台
二
会
講
師
次
第
⽞
(⽝
京
都
府
立
総
合
資
料
館
紀
要
⽞
一
八
号
)、⽝
安
鎮
法
日
記
⽞
(⽝
群
書
類
従
⽞
第
二
五
輯
下
、
四
一
七
頁
・
四
二
五
頁
)、
大
日
本
古
記
録
⽝
中
右
記
⽞
寛
治
四
年
五
月
十
八
日
条
、
寛
治
六
年
二
月
十
九
日
条
、⽝
中
右
記
別
巻
⽞
康
和
三
年
十
二
月
三
日
条
、
⽝
為
房
卿
記
⽞
寛
治
四
年
五
月
二
十
六
日
条
(⽝
大
日
本
史
料
⽞
第
三
編
一
、
八
五
七
頁
)、⽝
後
二
条
師
通
記
⽞
寛
治
五
年
五
月
二
十
二
日
条
、⽛
師
資
相
承
血
脈
⽜
乾
三
二
紙
。
な
お
、
佐
々
木
邦
麿
氏
は
、
慶
源
を
藤
原
頼
文
の
子
で
、
承
保
三
年
(一
〇
七
六
)に
園
城
寺
頼
豪
よ
り
伝
法
灌
頂
を
う
け
、
応
徳
三
年
(一
〇
八
六
)に
園
城
寺
探
題
と
な
っ
た
人
物
と
想
定
し
て
お
り
(佐
々
木
Ａ
Ｂ
論
文
)、
こ
の
点
で
私
と
意
見
を
異
に
す
る
。
山
門
の
慶
源
と
寺
門
の
慶
源
は
い
ず
れ
も
顕
密
兼
修
の
僧
侶
で
、
同
時
代
の
人
物
で
あ
る
。
た
だ
し
、
天
台
二
会
講
師
を
つ
と
め
た
の
は
山
門
の
慶
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、⽛
弘
長
二
年
座
主
下
知
状
⽜
に
登
場
す
る
慶
源
は
山
門
派
の
慶
源
と
判
断
し
た
。
(
46)
⽝
新
撰
座
主
伝
⽞
(⽝
続
々
群
書
類
従
⽞
第
二
、
四
六
〇
頁
・
四
三
八
頁
)、
慶
長
十
五
年
九
月
六
日
快
舜
書
状
(⽝
妙
法
院
史
料
⽞
第
六
巻
、
六
一
号
)
(
47)
⽝
門
葉
記
⽞
巻
一
五
四
(⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
一
二
巻
四
二
三
頁
)、⽝
貞
和
四
年
記
⽞
(⽝
続
群
書
類
従
⽞
第
二
九
輯
下
、
三
五
〇
頁
)。
ま
た
、
上
野
進
⽛
室
町
幕
府
の
顕
密
寺
院
政
策
⽜
(⽝
仏
教
史
学
研
究
⽞
四
三
巻
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
)、
大
田
壮
一
郎
⽛
室
町
殿
の
宗
教
構
想
と
武
家
祈
禱
⽜
(同
⽝
室
町
幕
府
の
政
治
と
宗
教
⽞
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
)、
金
正
文
⽛
動
揺
す
る
仁
和
寺
御
室
⽜
(平
雅
行
編
⽝
公
武
権
力
の
変
容
と
仏
教
界
⽞
清
文
堂
、
二
〇
一
四
年
)を
参
照
。
(
48)
⽝
門
葉
記
⽞
巻
八
(⽝
大
正
新
脩
大
蔵
経
図
像
部
⽞
第
一
一
巻
八
六
頁
)、
拙
稿
⽛
鎌
倉
山
門
派
の
成
立
と
展
開
⽜
(⽝
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
⽞
四
〇
)、⽝
東
寺
長
者
補
任
⽞
(⽝
続
々
群
書
類
従
⽞
第
二
、
六
一
七
頁
)、
年
月
日
闕
法
助
置
文
案
(⽝
鎌
倉
遺
文
⽞
一
五
一
四
五
号
)、
拙
稿
⽛
鎌
倉
真
言
派
の
成
立
ᴷ
文
覚
・
性
我
・
走
湯
山
ᴷ
⽜
(⽝
京
都
学
園
大
学
人
間
文
化
研
究
⽞
四
〇
、
二
〇
一
八
平泉惣別当に関する基礎的考察
141
年
)
(
49)
こ
こ
で
の
⽛
両
寺
別
当
⽜
は
、
平
泉
惣
別
当
で
は
な
く
、
中
尊
寺
別
当
と
毛
越
寺
別
当
の
双
方
の
別
当
を
指
す
、
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
(
50)
⽝
吾
妻
鏡
⽞
文
治
五
年
九
月
十
七
日
条
〔
追
記
〕
本
稿
は
平
成
三
十
一
年
度
科
学
研
究
費
助
成
⽛
鎌
倉
真
言
派
の
展
開
と
鎌
倉
幕
府
・
朝
廷
の
宗
教
政
策
⽜
(課
題
番
号
一
九
Ｋ
〇
一
〇
〇
七
)の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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